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2023年度事業計画の重点 

 

2023年 4月 1日  

社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会 

 

 

Ⅰ 全体方針 

１章 基本的視点 

１． 2022年 12月の「全世代型社会保障構築会議報告書」では、「未来への投資」として、子育て・若者     

代への支援強化、労働力確保の観点から女性や高齢者の就労促進、制度の持続性が必要として給

付と負担のバランス、ＤＸでの効率化、生産性の向上を地域完結型（柔軟に地域状況に応じて）で実

施すること。結果、社会保障による所得の再分配を発揮し、社会統合を進めると謳っています。医療、

介護、女性、児童以外、障害者福祉についての記述はほとんどありません。 

 

２． 2022年 6月に出された障害者総合支援法見直しについて「社会保障審議会障害者部会報告書」

には意思疎通支援等をサービスの選択決定等のための意思疎通支援の重要性、電話リレーサービ

ス事業の開始や遠隔手話サービスなど、「ICT 技術を活用した意思疎通支援の促進や円滑化」、「障

害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法の趣旨を踏まえ」、「意思疎通支援の促進」

の指摘があります。 

基本目標 

１．（権利を守る） 社会保障・社会福祉の変容を踏まえ、障害者、高齢者、子どものくらしと権利を守るため

に、社会福祉法人としての役割を果たします。 

２．（専門性の向上） 利用者のくらしの困り事を明らかにし、共に軽減、解決し、くらしを守るための「社会

福祉の専門的援助実践」を展開します。 

３．（共同運動・戦略） 新しいレインボープラン京都＝「レインボー３
さん

」の具体化を図り、地域のみなさん、聴

覚障害者及び関係団体と連帯し、法人事業の短中期目標実現のため、２０２２年度から 2024年度を期

間とする法人短中期計画を推進します。 

４．（経営の安定） 「経営を守ることは利用者と職員を守ること」の考え方に立ち、各事業の収支差額目標

達成と経費節減に努め、健全経営を貫き、法人の財政基盤を強化します。 

５．（コンプライアンスの徹底） 情報管理、事業データ統計指標の統一を図り、データを活用した事業展開

を行います。府・市民の信頼に値するサービス提供、個人情報管理など、２０２１年度に発生した個人情

報漏洩案件の教訓を生かし、コンプライアンスの徹底を図ります。 

６．（民主的職員集団） より専門的で質の高い援助実践を行うために、互いに励まし合い、支え合うことの

できる職員集団の確立をめざし、多職種連携や法人がもつ多様な事業所間の連携を深めます。トータ

ルな人事管理制度体系を整備し、人材の育成と定着のため、採用活動の強化、教育育成制度の充実な

ど法人をあげて取組みます。 

７．（ＢＣＰ） 事業継続計画（ＢＣＰ）を策定・見直しを行います。計画策定を利用者団体との協働へ広げ、被

災者支援ネットワーク（仮称）の設立に向け、経験の発信を行います。 
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３． 2023年2月に出された医療介護総合推進法「総合確保方針」の改正案には、「全世代型社会保障

会議」の報告を受け、地域包括ケアの推進、住まい支援、柔軟な地域取り組み、生産性向上、介護助

手の活用、経営の協働化、大規模化、資源の効果的活用と相談機能の強化、ケアマネジャーの質の

強化、エビデンス・ベースト・ポリシイ・メイキング（ＥＢＰＭ）を進めるとして、ＤＸで患者情報等の共有・

活用や医療、介護を街づくりの中に位置づけることなどが述べられています。 

 

４． このような中、当法人の 2023 年度予算では、収入の増額が見込めない中で、積立金を計画通り

積み立てる見通しが困難になりました。これでも収支差額の減少傾向は続いており、短期的な対策と

して支出の圧縮等で対応することも行ってきましたが、人件費等の削減ではサービス低下につながっ

てしまう懸念が大きくなり、今までと同様の事業運営では事業の継続性が担保できないおそれがで

ています。 

    また、比較的安定していた委託や補助金等による情報提供施設や市町村事業も補助金・委託金の

減額の動きが顕著になってきました。今後は、収入を確保することがポイントになると考えますので、

粘り強く収入確保の方策を講じていきます。また収支のマイナスが続いている事業所については、構

造的な課題も視野に対策を講じる必要があります。 

2023年度は、そのための必要な組織、人事の見直しを行い、体制を強化します。 

 

2章 計画の重点 

１． レインボー３を法人短中期計画に沿った各事業に生かし具体化を図り、同時に2024年度までの短  

中期計画の中間年にあたって計画を着実に実施します。 

２． 事業の今後の見通しをより確実なものにするため、必要な見直しを図ります。 

（１）府・市の補助金、委託金削減へ対応します。利用者に対するサービスの質を落とさず、社会参加事業 

及び京都市指定管理業務の再編の方向を検討します 

（２）介護保険事業の経営改善を図るため、既存事業の思い切った見直しを図ります 

（３）放課後等デイサービスの利用者ニーズ実現のために現行制度改善に向けた運動を構築します 

（４）地域活動支援センター事業、障害福祉サービス通所事業の機能を整理しそれぞれの強みを生かし

た事業展開を図ります 

（５）コミュニケーション保障に関する事業について制度内と制度外のすみ分けを行い、収益性を高めます 

（６）資格職確保の厳しい状況を踏まえ相談支援事業の再編強化を行います 

３． セクション制を発展させ、センター制と事業部制を組み合わせた体制を整備し、それぞれの事業所の

自立した事業展開を目指します。あわせて、法人組織の見直しを行います。 

４． いこいの村40周年を契機に地域特性を踏まえたいこいの村事業づくりを行います。 

５． 農福連携センターさんさん山城事業と法人運営との整合を図り事業の継続をめざします。 

 

Ⅱ 事業の重点計画 

１章 理事会・法人本部 

１． 法人理事会の委員会を再編します。併せて外部理事、業務執行理事、顧問を設置します。 

２． 法人の業務展開における拠点センターとして、京都府センターの役割をより強化します。 

３． 各事業部長、センター所長による幹部集団を形成し、月２回の本部会議を軸に集団的な意思決定

を行います。また管理会計等の施行状況報告等を必要に応じて各部長を招集し協議します。 

2



 
 

 

４． 部長（施設長）全体会議を４月と 11 月に開催し、当該年度事業計画及び次年度事業計画について

の理解促進、意見交換を行います。 

５． 職員必携を作成し全職員に配布します。職員の多様性を活かしながら互いの協力関係を高め専 

門性を向上させることのできる職員集団作りをめざします。 

６． 研修必携に基づき、一人ひとりの職員の研修学習を支援します。 

７． 職員実践交流集会を開催します。 

８． 物価高騰を受け経費削減に努めます。 

９． 減少傾向にある、サービス活動収益対サービス活動増減差額比の５％以上の達成をめざします。 

 

２章 総務事業部 

１． 管理会計の遂行 

管理会計の施行状況を把握、分析し、財務の観点から情報発信を行います。 

２． 経営管理 

法人全体の経営状況を把握し、公認会計士と連携の上、必要な対策を講じます。 

３． 法人諸規則の整備 

新制度制定を見据えた規程整備や、現行諸規則の見直しを実施します。 

４． 働き方改革から、働きやすい職場へ 

社会動向を踏まえた、新たな働き方の提案を行うとともに、現状の働き方における課題対策に 

５． ついて、社会保険労務士と連携を図り、実施します。 

     

３章 障害事業部（障害セクション） 

１． 利用者の高齢化や重度化への対応 

障害や年齢に応じた住まいと日中活動の提供について、介護事業所も含めた事業所間の連携を 

図り、処遇の向上を図ります。 

２． 障害種別を超えた利用拡大 

ろう学校はもとより、支援学校に在籍する聴覚障害児の進路先として、広報と連携の機能を維持 

し、意思疎通支援を要する障害者の利用を拡大します。 

３． 利用稼働率の向上と経営の適正化 

利用者層に応じて支援プログラムを見直し、稼働率アップを図るとともに、収支バランスの適正化 

を図ります。 

４． 運動団体との協働 

障害者当事者団体、また全国ろう重複施設協議会やきょうされん等、障害者関連団体との課題共 

有、制度改正に向けた要望の取り組みを行います。 

 

４章 高齢事業部（介護セクション） 

１． 利用者拡大と収支バランスの改善による経営改善 

（１）軽度者から重度者まで継続的な支援ができる流れを作り、各事業の利用者を確保します。 

（２）支援プログラムの充実等、利用者に選ばれる事業運営をすすめます。 

（３）支援の質と経営が守れる適正な人員配置の追求と、その他の経費節減に努め、収支バランスのとれ  

た経営を行います。 

２． 今後の介護需要を見据えた法人内介護保険事業の将来展望の構築 

（１）グループホーム（とくらの家）事業の思い切った見直しを図ります。 
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（２）障害事業所も含めた事業所間の連携により、施設や地域の高齢者、高齢の聴覚障害者に適切な  

介護サービスを提供します。 

（３）聴覚障害に理解があるヘルパーやケアマネジャーを確保し、地域の聴覚障害者への在宅介護サ 

ービスの充実を図ります。 

３． 専門職・介護職員の育成と確保 

（１）事業継続と積極的な事業展開ができるよう計画的に専門職と介護職員を育成・確保します。 

 

５章 情報提供事業部（情報セクション） 

1． 事業データ統計指標の統一を図り、データを活用した事業展開を展開します。（再掲） 

２． 新生児聴覚検査、早期療育の促進、難聴児保護者への適切な情報提供など、市町村支援部傘下の  

各事業所と連携し、より強化します。 

３． 手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員の実施要項及び派遣の手引き等の見直しを

行います。 

４． 遠隔手話（通訳）サービス事業及び遠隔要約筆記者派遣事業の担い手確保に努めます。 

５． 意思疎通支援者の集団づくりを通して、一人ひとりの活躍の場を提供します。 

６． 意思疎通支援者の養成・派遣・研修等を地域単位で一体的に実施できるよう、現行システムの見直  

しを図ります。 

７． 聴覚障害者を雇用する企業や公的サービス事業者と連携し、ICTを使った情報提供を行います。 

８． これまで蓄積してきた映像データのアーカイブ化を図り、情報提供業務を強化します。 

９． 「聞こえのサポートセンター事業」の内容を更新し、聞こえに悩んでいる方々、手帳のない難聴者を  

受け止める場を拡充します。 

 

６章 市町村事業部（情報セクション） 

１． 事業データ統計指標の統一を図り、データを活用した事業展開を展開します。 

２． 障害者総合支援法対応ソフト「ほのぼのｍｏｒｅ」支援記録の各事業所間の共有・活用をより強化し 

ます。 

３． 相談支援専門員研修を実施します。 

４． 2022 年度に整理した相談支援専門員名簿を活用し、受講条件を満たしている職員に対して資格

取得、また更新研修の受講を促し人材育成と確保を図ります。 

５． くらしに身近な地域での支援体制をより充実するために、適切な業務エリア分けを行います。 

６． 難聴児通学支援事業を実施します。 

 

Ⅲ センター別事業の重点計画 

１章 京都府聴覚言語障害センター 

１． 本部事務所の移転により法人の業務展開における府センターの役割を強化します（再掲） 

（１）法人の中心拠点としての役割を果たします。 

（２）情報提供事業の充実を図ることで、京都府情報提供施設としての機能を強化します。 

２． 組織改定にともない、各部署の業務について相互支援を深めます。 

（１）部長会議を意思決定機関とし、事業本部方針に基づいて集団的に業務を行う体制を整えます。 

（２）部署を横断する安全衛生委員会を組織し、労働環境の改善に努めます。 

4



 
 

 

（３）業務連携を通して職員の資質向上に努めます。 

３． 地元との関わりを強め、連帯を広げます。 

（１）定例会議参加等を通して、山城ネットワークとの連帯強化に努めます。 

（２）地元自治会に加入し、地域と一緒にイベントや地元の取り組みを行い、地域に開かれたセンターを

目指します。 

 

２章 京都市聴覚言語障害センター 

１． 指定管理による受託運営（更新）の選考を経て、2023 年から６年間の事業を継続します。また、引

き続きセンター全体の事業の適正化を図ります。 

（１）老朽化する施設建物の中で喫緊の課題である、冷暖房の修繕について、京都市による予算化を継

続協議し、実現を目指します。 

（２）組織改定に伴い、情報提供施設含めたセンター内の事業の横断的な連携を強化します。 

２． センター外に点在する各事業所との連携を図りながら、事業展望を構築します。 

（１）聴覚障害児の放課後等デイサービス「にじ」について、高まる利用ニーズに応えるべく、発展を目指

し、2024年度以降の実施場所の確保を進めます。 

（２）地域活動支援センター含め、複数ある通所施設の機能（強み）を整理し、効果的な支援提供を図り

ます。 

３． 地域に根差した事業展開を維持・発展します。 

（１）包括支援センターによる「認知症サポーター養成講座」等の事業を通じて、西ノ京地域の高齢者福

祉を推進します。 

（２）地元自治会の会館利用、手話教室、きこえの森診療所による相談支援の提供等、市民対象の機能

をより発信します。 

 

３章 いこいの村聴覚言語障害センター 

１． いこいの村開設40周年を契機に、地域の課題を踏まえた事業運営と地域貢献事業の充実に努め   

ます 

（１）地域の人口減少や利用者の高齢化等、直面している課題に応えられるよう、いこいの村の今後の事  

業展開を高齢・障害事業部とともに検討し具体化を図ります。 

（２）地域貢献事業の発展に向けた検討を進めます。 

（３）いこいの村まつりを開催し地域の方との交流を深めます。 

２． 委員会・プロチーム会議等を通して横断的な職員の交流を行い、部署間の連携を強化するとともに  

職員育成を図ります。 

３． 施設実践から見えてきた課題や成果を地域に発信し、障害者・高齢者福祉の推進に貢献します。 

（１）いこいの村しんぶん発行、ホームページによる情報発信、集会等へのレポート報告を積極的に 行

います。 

（２）全国ろう重複障害者施設連絡協議会・きょうされん・全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会等関連

団体に参画します。 

（３）北部ネットと連携し、北部地域の聴覚障害者の福祉の向上に貢献します。 

４． 人材の育成と確保 

（１）事業継続と積極的な事業展開ができるよう計画的に専門職の育成をすすめます。 

（２）経験年数やスキルにあった人材育成を強化し職員資質の向上と離職防止に努めます。 

（３）多様な働き方（夜勤専従職員等）ができる職場環境を整え、事業に必要な職員体制を確保します。 

5
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                                                            【法人事業本部】 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【法人事業本部（法人運営全般）】 

 

１．2022年度事業計画のⅡ章「重点方針」の

遂行 

（１）2022年度までの財務戦略を整理し、

2022年からの新たな短中期計画に沿った財

務戦略を準備します。 

（２）2020年度事業実績を踏まえ、さんさん

山城（農福連携センター）の長期運営計画を

作成します。 

（３）2021年度の成果を受け、新たなレイン

ボープラン「レインボー３」の全職員学習を

徹底します。 

→「レインボー３」冊子の全職員配付。各部

署において学習に取り組みました。 

（４）京都府南部地域での新たな社会資源開発

計画を検討します。 

（５）本部機能を京都府センターへ移転しま

す。 

 →実施しました。 

（６）他法人連携の可能性を追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法人事業本部】 

１．2023年度事業計画の 2章「事業の重点計画」の

遂行 

１．理事会・法人本部 

（１）法人理事会の委員会を再編します。併せて外部

理事、業務執行理事、顧問を設置します。 

（２）法人の業務展開における拠点センターとして、

京都府センターの役割をより強化します。 

（3）各事業部長、センター所長による幹部集団を形

成し、月 2回の本部会議を軸に集団的な意思決定を行

います。また、管理会計等の施行状況等報告を必要に

応じて各部長を招集し協議を行います。 

（４）部長（施設長）全体会議を 4月と 11月に開催

し、当該年度事業計画及び次年度事業計画についての

理解促進、意見交換を行います。 

（５）職員必携を作成し全職員へ配布します。職員の

多様性を活かしながら互いの協力関係を高め専門性を

向上させることのできる職員集団作りをめざします。 

（６）研修必携に基づき、一人一人の職員の研修学習

を支援します。 

（７）職員実践交流集会を引き続き開催します。 

（８）物価高騰を受け経費削減に努めます。 

（９）減少傾向にある、サービス活動収益対サービス

活動増減差額比の 5％以上の達成をめざします。 

 

2．総務事業部 

（１）管理会計の遂行 

 管理会計の施行状況を把握、分析し、財務の観点か

ら情報発信を行います。 

（２）経営管理 

 法人全体の経営状況を把握し、公認会計士と連携の

上、必要な対策を講じます。 

（３）法人諸規則の整備 

 新制度制定を見据えた規程整備や、現行諸規則の見

直しを実施します。 

（４）働き方改革から、働きやすい職場へ 

 社会動向を踏まえた、新たな働き方の提案を行うと

ともに、現状の働き方における課題対策について、社

会保険労務士と連携を図り、実施します。 

     

３．障害事業部（障害セクション） 

（１）利用者の高齢化や重度化への対応 

障害や年齢に応じた住まいと日中活動の提供につい

て、介護事業所も含めた事業所間の連携を図り、処遇

の向上を図ります。 

（２）障害種別を超えた利用拡大 

ろう学校はもとより、支援学校に在籍する聴覚障害

者の進路先として、広報と連携の機能を維持し、意思

疎通支援を要する障害者の利用を拡大します。 

（３）利用稼働率の向上と経営の適正化 
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                                                            【法人事業本部】 

 利用者層に応じて支援プログラムを見直し、稼働率

アップを図るとともに、収支バランスの適正化を図り

ます。 

（４）運動団体との協働 

障害者当事者団体、また全国ろう重複施設協議会や

きょうされん等、障害者関連団体との課題共有、制度

改正に向けた要望の取り組みを行います。 

 

４．高齢事業部（介護セクション） 

（１）利用者拡大と収支バランスの改善による経営改

善 

ア 軽度者から重度者まで継続的な支援ができる流れ

を作り、各事業の利用者を確保します。 

イ 支援プログラムの充実等、利用者に選ばれる事業

運営をすすめます。 

ウ 支援の質と経営が守れる適正な人員配置の追求

と、その他の経費節減に努め、収支バランスのとれた

経営を行います。 

（２）今後の介護需要を見据えた法人内介護保険事業

の将来展望の構築 

ア グループホーム（とくらの家）事業の思い切った

見直しを図ります。 

イ 障害事業所も含めた事業所間の連携により、施設

や地域の高齢者、高齢の聴覚障害者に適切な介護サー

ビスを提供します。 

ウ 聴覚障害に理解があるヘルパーやケアマネジャー

を確保し、地域の聴覚障害者への在宅介護サービスの

充実を図ります。 

（３）専門職・介護職員の育成と確保 

事業継続と積極的な事業展開ができるよう計画的に専

門職と介護職員を育成・確保します。 

 

５．市町村事業部（情報セクション） 

（１）事業データ統計指標の統一を図り、データを活

用した事業展開を展開します。 

（２）障害者総合支援法対応ソフト「ほのぼのｍｏｒ

ｅ」の支援記録の各事業所間の共有・活用をより強化

します。 

（３）相談支援専門員研修を実施します。 

（４）２０２２年度に整理した相談支援専門員名簿を

活用し、受講条件を満たしている職員に対して資格取

得、また更新研修の受講を促し人材育成と確保を図り

ます。 

（５）くらしに身近な地域での支援体制をより充実す

るために、適切な業務エリア分けを行います。 

（６）難聴児通学支援事業を実施します。 

 

６．情報提供事業部（情報セクション） 

（１）事業データ統計指標の統一を図りデータを活用

した事業展開を展開します。（再掲） 

（２）新生児聴覚検査、早期療育の促進、難聴児保護

者への適切な情報提供など、市町村支援部傘下の各事

業所と連携しより強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7



２０２３年度 事業計画       法人事業本部                        

 

                                                            【法人事業本部】 

（３）手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳・

介助員の実施要項及び派遣の手引き等の見直しを行い

ます。 

（４）遠隔手話（通訳）サービス事業及び遠隔要約筆

記者派遣事業の担い手確保に努めます。 

（５）意思疎通支援者の集団づくりを通して、一人一

人の活躍の場を提供します。 

（６）意思疎通支援者の養成・派遣・研修等を地域単

位で一体的に実施できるよう、現行システムの見直し

を図ります。 

（７）聴覚障害者を雇用する企業や公的サービス事業

者と連携し、ICTを使った情報提供を行います。 

（８）これまで蓄積してきた映像データのアーカイブ

化を図り、提供業務を強化します。 

（9）「聞こえのサポートセンター事業」の内容を更

新し、聞こえに悩んでいる方々、手帳を持たない難聴

者を受け止める場を拡充します。 

 

２．組織・財務の重点 

（１）WAM（独立行政法人福祉医療機構）全

国平均を基準にした人件費率目標を事業別に

設定し、目標達成に向けた取り組みを

PDCAサイクルで実施します。 

 →4期ごとに管理し、現状に即した人員配置

になるよう、対策を講じました。 

（２）2021年度の総括を受け、地域センター

方式との併用に変更します。 

 →下半期より、管理会計方式を導入し、各事

業セクションにおいて、収支差額の目標値

を定め、現状課題の把握を行い、次年度に

向けた、財務管理手法の準備を実施しまし

た。 

（３）理事会の共同組織委員会等の委員会機能

を充実します。 

 →全委員会を開催しました。 

 

 

 

（４）事業本部だよりの発行など、時々の重要

課題等をできる限り速やかに一人一人の職員

へ届けることを重視します。 

 →事業本部から月１回の発信を中心に、理事

長のコラム、コンプライアンスに関する注

意喚起等も合わせて発信しました。 

 

 

 

 

 

３．人事・労務の重点 

（１）法人全体としてのトータルな人事管理制

度体系を整備します。 

  ①目標管理 ②人事考課制度 ③職場研修 

④採用管理 ⑤人材育成 

２．組織・財務 

（１）2023年度組織改定 

ア 事業本部を中心とした執行体制を確立します。 

イ 事業部ごとに短中期課題・経営課題の対応方針を

講じます。 

ウ センターごとに事業運営・予算を管理します。 

 

（２）管理会計の遂行 

ア 収支差額目標を設定し、目標達成に向け管理会計

を遂行します。 

 

 

 

 

（３）理事会機能の充実 

ア 外部理事を増員して理事構成を見直します。 

イ 業務執行理事を配置します。 

ウ 顧問を設置します。 

エ 理事会委員会を見直し、その機能を活用した事業

経営を推進します。 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

（５）職員必携 

ア 職員必携を作成して全職員に配布し、業務の基礎

となる考え方を浸透させます。 

 

 

３．人事・労務 

（１）人事管理制度体系の確立 

ア 採用、職員配置、人事定着の方針を策定します。 
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                                                            【法人事業本部】 

 →人事考課制度についての検討は、実施でき

ませんでした。 

（２）職員実践交流集会を開催します。 

 →実施しました。 

（３）職員研修必携の活用を徹底し、年間の研

修を計画的に進めます。 

 →実施しました。 

 

 

【経営推進部・人事研修課より移行】 

4．人事研修課（人事） 

（１）人材育成制度案を策定 

人材育成に対する研修体系を「研修必携」に

まとめ、全職員対象に見える化を図ります。 

 →実施しました。 

（２）コース別キャリア制度を踏まえた採用試

験は、３年目を迎えるため、現状の課題を踏

まえた見直しを行います。 

→３年目を迎えた総合コースの職員に対し、

面談を実施し、今後のキャリア形成に即し

た配置を検討、実施をしました。 

→制度の見直しについては、実施できていま

せん。 

（３）人事採用計画・採用活動を強化します。 

 ア 新規学卒採用活動を強化します。 

 →マイナビ（人材情報サービスポータルサイ

ト）を使った採用活動や、法人HP、ハロ

ーワーク等での採用活動を実施しました。 

  合わせて、地方紙への折り込み、道の駅等

への採用ビラ設置、大学等への採用活動を

実施しました。 

 イ 人事育成計画（職員配置計画）とリンク

した採用計画の策定・実施を行います。ま

た、コロナ禍等状況に合わせた採用活動を

積極的に実施していきます。 

 

 

（４）目標達成シートの活用、人材育成のため

の評価・面談を引き続き実施します。 

人材確保（採用）→配置及び人材育成（研

修）→（評価）に共通して位置づくキャリア

パスを目指し見直しを行います。また、キャ

リアパスに連動し、目標達成シートの見直し

も併せて行います。 

→目標達成シートの活用、面談を実施しまし

た。 

（５）人事管理及び資格取得管理を行います。 

→各総務部と人事課でソフトによる人事管

理、並びに資格取得管理を行いました。 

ア 数年間にわたる資格取得計画を業種分野

別に策定、実施を行います。 

→各業種分野別に資格取得状況を把握し、取

得計画に基づき資格取得を進めてきまし

た。 

 

（２）【４．研修（１）へ移行】 

 

（３）【４．研修（２）へ移行】 

 

 

 

 

 

（１）【３（１）合体】 

 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 ア【継続】 

 

 

 

 

 

 

イ【変更】職員配置計画に基づいた採用計画の策定・

実施を行います。また、派遣や紹介等の制度活用に

ついても検討・実施を行います。 

ウ【新規】内定者についての、相談・交流の場を設

け、スムーズに入職できるような取り組みを実施し

ます。 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）【継続】 
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                                                            【法人事業本部】 

（６）資格取得に係る費用の貸付制度を創設し

ます。 

 →貸付制度に対応している資格要件を広げ、

実施しました。 

   

 

 

 

 

（２）法人内手話研修の実施 

ア 入職３年目及び６年目の職員対象であ

った法人内手話研修を、全職員対象と

し、５級から１級まで検定合格対策講座

研修実施します。 

職員の手話技術レベルに合わせて各級の研

修が選択できるようにします。 

 →①②③学卒１年目から３年目（３級合格～

１級合格） 

  ④⑤中途採用新入職員、在職職員（３級合

格・２級合格） 

  ⑥在職職員（手話通訳士・者を目指す者）

（準１級・１級合格） 

  ⑦在職職員（手話通訳業務職員） 

  ７コースに分けて研修を実施しました。 

イ 法人内手話研修受講者の手話検定団体

受験を検討します。 

 →2023年 3月 6日に法人内手話研修受講

者の手話検定団体受験の実施予定です。 

約 37名の職員が受講予定です。 

（受験内容 3級・2級・１級） 

（８） OJT研修（直接支援者、専門職）の研

修を実施します。 

また、OJT研修を行うためのOJT指導者研

修を実施し、研修計画実施の支援を行いま

す。 

 →センター別のOJT研修一覧を作成し、研

修実施状況の見える化を行いました。 

  一覧表から学びたい研修を選出し、自由に

参加できるようにしました。 

  また、業種別OJT研修については、幅広

く研修参加を募り、日々の業務を超えた研

修受研が可能になるようにしました。 

  OJT指導者研修については、実施できて

いません。 

 

 

 

 

【運動推進部より移行】 

１．法人会務の運営 

（１）理事会・評議員会を開催します。 

理事・評議員との日常的なコミュニケーショ

ンを深める方策を検討します。 

 →理事会・評議員会は計画通り開催しまし

た。 

（６）【継続】 

 

 

 

 

 

４ 研修 

（１）職員研修必携の活用を徹底し、年間の研修を画

的に進めます。 

（２）職員実践交流集会を開催します。 

（３）法人内手話研修の実施  

ア 【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 【継続】OJT研修（直接支援者、専門職）の

研修を実施します。 

また、OJT研修を行うためのOJT指導者研修を実

施し、研修計画実施の支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）【新規】 

SDS自己学習（研修）の内容を見直し、学びあえる

場の提供および、研修運営の協力を行います。 

 

 

５．法人会務 

（１）【継続】 
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                                                            【法人事業本部】 

（２）事業運営協議会を開催し、翌年度の事 

業計画における意見聴取を行います。 

 →予定通り実施しました。 

（３）法人会務及び本部会議を開催します。 

→全ての会議は予定通りに執り行うことがで

きました。 

（４）全役席者会議を開催します。 

 →計画通り実施しました。 

（５）事業本部会議を月 2回開催します。 

→計画通り、開催しました。 

（６）新型コロナウイルス感染症 BCP策定が

国の方針として義務化が予定されたことを受

け、対応します。 

 →国の方針を受けて適宜更新しました。 

 

４．連携・協働の重点 

（１）法人後援会の今日的なあり方を関係者と

協議し、資金確保と運動による支援者拡大の

組織方針見直しを提案します。 

 →拡大計画を提案し、計画通りに実施しまし

た。 

 

 

 

 

 

（２）全国聴覚障害者情報提供施設協議会事務

局事務局体制の効果的な実施方法を検討しま

す。 

 →体制の見直しについて検討し、次年度から

の体制を強化する方向となりました。 

 

 

（３）2022年度いこいの村・栗の木寮開設

40周年・梅の木寮等開設 30周年記念事業

に向けて、地域住民や関係者とともにニーズ

調査等に取り組み、連携・協働を強化しま

す。 

【運動推進部より移行】 

２．運動団体との連携を強化 

（１）レインボー３の進捗を検証する会議に参

画し、府ネットワーク委員会の活動を支えま

す。 

必要に応じて運動団体と懇談を実施します。 

 →府ネットワーク事務局に参画し、活動を支

援しました。 

（２）後援会会員管理業務を受託する立場とし

ても、会員拡大に向けた取り組みの一つとし

て、正職員の加入率 100％達成に向けて進

めます。 

→正職員の加入率 全体 %（法人事業本部

100%・市 84%・村 93%・府 88%・地

域 85％）※1/31時点 

 

（２）【継続】 

 

 

（３）【継続】 

 

 

（４）【継続】 

 

（５）【継続】 

 

（６）【終了・各センターにて対応】 

 

 

 

 

６．連携・協働 

（１）後援会 

ア 幹事会との共同により、会員の親睦を図り法人事

業を理解する企画を実施します。 

イ 後援会会員管理業務を受託する立場としても、会

員拡大に向けた取り組みの一つとして、正職員の加

入率 100％達成に向けて進めます。 

（２）ネットワーク 

ア 京都府ネットワークおよび各地域ネットワーク会

議に参加します。 

イ レインボー３の学習や啓発の取り組みに積極的に

協力していきます。 

（３）近畿合同機構 

 事務局を担います。 

（４）全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

 大阪法人と共に事務局を担います。 

（５）紫明福祉会 

 理事を派遣します。 

【終了】 

 

 

 

 

 

 

【６．（2）へ移行】 

 

 

 

 

 

【６．（１）へ移行】 
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２０２３年度 事業計画       法人事業本部                        

 

                                                            【法人事業本部】 

後援会員同士の親睦、会員が法人事業の理

解を深める企画として、咲む上映会を京都

府聴覚障害者協会ともに取り組みました。 

 

（３）紫明福祉会への理事派遣を実施します。 

 →紫明福祉会に理事を派遣しました。 

（４）近畿合同機構の取り組みに協力します。 

 →近畿合同機構の事務局を担当しました。 

（５）全国聴覚障害者情報提供施設協議会の事

務局を担い、全国的な運動に資するととも

に、法人事業運営に係る制度改善運動を推進

します。 

 

【経営推進部】 

１．企画管理課 

（１）法人契約・補助金、助成金申請等を集  

約し、統一方針に基づいて運営します 

 

（２）就業規則等、当法人における規則の整備

を行います。 

 →・資金運用規定 

  ・給与支給規程 

  ・給与等支給細則 

  （最低賃金変更伴う規程変更） 

  （特殊勤務手当新設に伴う規程変更） 

・育児・介護休業等規程 

・副業人財規程   

・携帯電話貸与規程（新設） 

における、規程の新設および変更を行いまし 

 た。 

（３）情報システム・インフラ構築の管理を     

行います。 

ア WEB会議システム、法人ポータルサイ

トの設置・運営。法人全体の機動力を上

げ、情報保障の汎用性を高めます。 

office365を使用したシステムの運用を模

索し、さらなる活用を目指していきます。 

→ｗifi等のネットワークシステムの構築を進

め、多くの場所でWEB会議が実施できる

ように環境整備を進めました。 

（４）5年間の修繕計画・大型備品購入等の計

画策定により財政運営を明確にします。（剰

余金目標の合意） 

→実施しました。 

（５）剰余金内に予備費を確保し、計画に基づ

いた財政運営を行います。 

→実施しました。 

（６）各センター単位及び、業種別の経営状況

を反映した財務帳票を作成します。 

Ｐ（計画）予算作成 

Ｄ（実行）予算執行・管理 

Ｃ（評価）経営分析、運営課題の洗い出し 

Ａ（改善）課題解決に向けた取組、実施 

 

 

 

【６．（５）へ移行】 

 

【６．（３）へ移行】 

 

【６．（４）へ移行】 

 

  

 

 

【法人事業本部 総務課】 

（１）【継続】 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

ア【終了】 

 

 

 

 

 

 

 

（４）【継続】 

 

 

 

（５）【継続】 

 

 

（６）【継続】 

各センター単位および、事業部単位の経営状況を反映

した財務帳票を作成します。 

Ｐ（計画）予算作成 

Ｄ（実行）予算執行・管理 

Ｃ（評価）経営分析、運営課題の洗い出し 

Ａ（改善）課題解決に向けた取組、実施 

財務運営の健全化に向けて業種ごとの課題に合わせ

た対応がスピーディにできるようにします。 
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２０２３年度 事業計画       法人事業本部                        

 

                                                            【法人事業本部】 

を、業種別会議で担い、財務運営の健全化に

向けて業種ごとの課題に合わせた対応がスピ

ーディにできるようにします。 

その結果を四半期ごとに開催する「法人経営

検討会議」にて分析し、安定経営を目指しま

す。 

→実施しました 

（７）人件費管理を法人全体で一元化します。 

→事業分野別の人件費比率を示し、経営改善

も含めた対策を行いました。 

（８）事業本部会議において、業種別会議で検 

討された計画・取組実施に沿って、進捗状況 

の確認を行い、きめ細やかな経営戦略の共 

有・実践に繋げます。 

→実施しました。 

 

 

 

 

２．総務課 

（１）新たな地域福祉統括事業部の事務を担

い、広域的に点在する事業所の事務を集中さ

せることによる効果的な事務処理を追求しま

す。 

→実施しました。 

（２）法人ネットワークを使用し、紙媒体での

情報のやり取りから、電子データでの情報の

やり取りに切り替え、点在する事業所の事務

処理のスリム化を図ります。 

→実施しました。 

 

（３）【新規】 

さんさんライブラリーを活用し、当事者並び

に関係者が交流を深められる聴覚障害者情報

提供施設として運営します。 

 →実施しました。 

 

（４）【新規】 

 防災に係る設備や情報の発信、事業所として

の防災の動きを進め、法人の事業継続計画を

具体的に進めます。 

 ア 防災施設管理委員会の事務局の役割を担

います 

 イ 災害発生時は地域の拠点となるような対

策を進めます。 

 ウ 法人事業継続計画を連携して進めます 

 

 

3．広報戦略事業 

（１）法人が持つ広報媒体について検討する広

報チームを立ち上げてターゲットを絞り込ん

だ広報の充実を進めます。 

 →ホームページを随時更新しました。 

その結果を四半期ごとに開催する「法人経営検討会

議」にて分析し、安定経営を目指します。 

 

 

（７）【継続】 

 

 

（８）【継続】 

 

 

 

 

（９）【新規】 

管理会計の実施に際し、現状を示す資料等作成を実施

します。 

 

【法人事業本部 総務課へ合体】 

【組織改編につき終了】 

 

 

 

 

【組織改編につき終了】 

 

 

 

 

 

【情報提供施設第一部へ移行】 

 

 

 

 

 

 

【各センター 総務部へ移行】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【法人事業本部 総務課へ移行】 

（10）【継続】 

 

 

 

（11）【継続】 
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２０２３年度 事業計画       法人事業本部                        

 

                                                            【法人事業本部】 

 

（２）聴言ニュースを年 4回の体制で発行

し、インターネットによる広報戦略との共存

を図ります。 

聴言ニュースの内容、編集のあり方を専門家

の協力のもと改善し、各施設利用者の活動や

事業所の課題を効果的に発信します。 

 →聴言ニュースを年 4回発行しました。 

  きかんしコムの協力を得て記事の執筆、編

集について学習会を開催しました。 

 

 

 

 

 

（１）【新規】 

一般社団法人京都府聴覚障害者協会から日常

生活用具の取り扱いに係る業務を受託するこ

とに伴い、日常生活用具の普及支援を行うと

ともに、事務手続き等の業務を担います。 

→実施しました。 

【情報提供施設第 1部へ移行】 
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２０２３年度 事業計画           京都府聴覚言語障害センター                                   

 

【全体】京都府センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

 センター制の強化に伴い、再編 

【全体】 

１ 本部事務所の移転により法人の業務展開にお

ける府センターの役割を強化します（再掲） 

（１）法人の中心拠点としての役割を果たしま

す。 

ア 法人事業本部を府センターに置き、基幹会議

等の拠点とします。 

（２）情報提供事業の充実を図ることで、京都府

情報提供施設としての機能を強化します。 

ア 映像データを法人内外で活用する方策につい

て検討を開始します。 

 

２ 組織改定にともない、各部署の業務について

相互支援を深めます。 

（１）部長会議を意思決定機関とし、事業本部方

針に基づいて集団的に業務をおこなう体制を整え

ます。 

（２）部署を横断する安全衛生委員会を組織し

て、労働環境の改善に努めます。 

（３）業務連携を通して職員の資質向上に努めま

す。 

 

３ 地元との関わりをつよめ、連帯を広げます。 

（１）定例会議等を通じて、山城ネットワークと

の連帯強化に努めます。 

（２）地元自治会に加入し、地域と一緒にイベン

トや地元の取り組みを行い、地域に開かれたセン

ターを目指します。 
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２０２３年度 事業計画           京都府聴覚言語障害センター                                   

 

【総務】京都府センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【総務部】 

 

 

 

 

 

 

 

１ 法人事業本部と連携し、会計や労務、施設 

 運営等の実務を効率的に進めます。 

 

（１）人事管理、経理、受付、庶務、研修計画、情

報発信等の業務を各部・課と連携してセンター事

業の充実を図ります。 

→法人事業本部と一体的に行いました。 

（２）各部署と連携し、効率的な事業運営につなが

る予算管理等を含む情報提供を進めます。 

→法人事業本部と一体的に行いました。 

（３）事業本部と連携した人材育成に取り組むと共

に、人材育成が図れる研修を企画、実施をしま

す。 

→法人事業本部と一体的に行いました。 

 

２ 職員のワークライフバランスを重視し、職員 

が健康で働きやすい職場環境づくりを進めます。 

（１）安全衛生委員会の事務局役割を担います（京

都市センターと連携をします） 

→安全衛生については、京都市センターと一体的

に進めました。 

 

３ 防災に係る設備の整備や情報の発信、事業所と

しての防災の動きを進め、法人の事業継続計画を

進める事業所としての具体化を進めます。 

（１） 防災施設管理委員会の事務局の役割を担い 

  ます。 

→BCP発災期の避難訓練を実施しました。 

（２）災害発生時は地域の拠点となるような対策を

進めます。 

→地域拠点の対策については取り組みができませ

んでした。 

（３）法人事業継続計画を連携して進めます。 

→ＢCP計画（防災）に準拠し、府センター防災

関連機能を整理しました。 

 

４ さんさんライブラリーを活用し、当事者並びに

関係者が交流を深められる聴覚障害者情報提供施

設として運営します。 

→コロナ禍のため、当事者並びに関係者が交流を

深められる機会を創出できませんでした。 

 

 

【総務部】 

センター制の強化により、再編 

１ 京都府センターの施設管理 

（１）会館管理業務を円滑に進めます。 

（２）府センター会館全体の運用について方針を

決定する調整会議を実施します。 

 

 

２ 【継続】 

 

 

（１）【継続】  

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

（３）職員集団の育成を基本に、法人事業本部と

連携した人材育成を実施します。 

ア 防火管理者等必要な資格取得を進めます。 

イ 職員研修を企画します。 

 

３ 【継続】 

 

（１）安全衛生委員会を新たに設置し、職員の安

全衛生に係る取り組みを実施します。また、京都

市センターの安全衛生委員会と連携を図ります。 

 

 

４ 【継続】 

 

 

（１）【継続】 

 

 

（２）【終了】 

BCP計画（中南部）に準じ、対応を進める 

 

 

（３）【継続】 

京都府センターに関する BCPを改善、更新しま

す。 

 

 

５【移行】 

京都府センター・情報提供施設第一部へ移行 
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２０２３年度 事業計画       京都府聴覚言語障害センター                                                 

 

【障害事業】京都府センター 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

＊市センター所轄 

【南部施設福祉部】 

１．全体（共通） 

（１）地域に根ざした事業所運営にあたります。

また、各事業の取り組みの様子を利用者の家

族・関係機関・地域住民に積極的に情報発信し

ます。 

 →「てづくりの店 あんだんて」の役員参画、

城陽地域のイベントへの参画などを通じて、市

民への情報発信・交流を図りました。また、ホ

ームページや SNSを通じて、事業所の様子を

発信しました。 

（２）多機能型としての機能を活かしつつ、それ

ぞれの事業の特色を明確にし、利用者が選択で

きる条件を整えます。 

 →特に生活介護と就労継続支援 B 型事業におい

て事業の特色を明確にしました。 

（３）各事業（係）が縦割りにならないよう、横

断的かつ相互協力を行いながら事業運営を行い

ます。 

→1 係、2 係体制を基本に合同のシフトを作成

し、横断的に業務を担当しました。 

（４）幅広い障害特性に対応できるよう各種研修

受講等を通じて、支援技術・知識向上に努めま

す。 

→口腔ケア研修、精神障害関連研修等を各職員

で受講し伝達研修を実施しました。 

（５）手帳非該当の難聴者に関する事業を、山城

地域活動新センターの事業として実施します。 

→年間５回事業を実施し、現利用者がピアサポ

ーターとして参加し、交流と学習を深めまし

た。 

（６）事業ごとの対象者像をもとにし、行政や地

元関係者、相談支援事業所、特別支援学校など

に向けて、事業の周知や利用の促進を図りま

す。 

→近隣の支援学校訪問、行政や、地域包括支援

センター等への「みなみかぜひろば」の周知

などおこないました。 

 

２．自立訓練（生活訓練） 

（１）自立訓練において、中途失聴・難聴者の社

会生活力向上に向けたカリキュラムを実施しま

す。また、手話学習等のカリキュラムも継続し

つつ、中部支援部市町村支援課との協働し、訓

練の充実化を図ります。 

→主に手話学習、IT 学習を実施しました。 

 

３. 生活介護事業 

（１）生活介護において、利用者の要介護状況や

求められる日中活動など、個々のニーズに応じ

たプログラムを提供します。 

＊府センターへ再編 

【施設福祉部】 

１．全体（共通） 

（１）地域に根ざした事業所運営にあたります。ま

た、各事業の取り組みの様子を利用者の家族・関

係機関・地域住民に積極的に情報発信します。 

また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま

えた上で「手作り市デラックス」を再開します。 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

（３）継続 

 

 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

（５）継続 

 

 

 

 

（６）継続 

 

 

 

 

 

 

 

２．自立訓練（生活訓練） 

（１）自立訓練において「中途失聴・難聴者の社会

生活力プログラム」・「手話学習」・「IT 学習」

を実施します。 

 

 

 

 

３．生活介護事業 

（１）継続 
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２０２３年度 事業計画       京都府聴覚言語障害センター                                                 

 

【障害事業】京都府センター 

 

→移動時の付き添いや、トイレの見守り、刻み

食提供等の個別対応を実施しました。 

（２）職員のスキルアップを目指し、特に利用者

の高齢化に伴い、転倒防止や介護支援の技術向

上を図る研修を実施します。 

→車椅子利用者の避難援助方法を、防災避難訓

練にて学びました。 

 

４．就労継続支援 B 型事業 

（１）カフェにおいて、コロナ禍における地域に

開かれたカフェ作りに取り組みます。具体的に

は、手話による絵本の読み聞かせ及びワークシ

ョップなどを、感染予防対策を講じて開催しま

す。また、聞こえない・聞こえにくい子どもと

その親きょうだいを対象とした「こどもカフ

ェ」を企画し、市町村支援課と協働します。 

→絵本の読み聞かせ、ワークショップは新型コ

ロナウイルス感染拡大期を除き、毎月実施し

ました。「子どもカフェ」は毎月実施し毎回

多くの家族が集い、交流しました。 

（２）現行のカフェ運営を継続しながら、喫茶店

経営のアウトソーシングを含め、①店舗の有効

活用化と、②就労支援事業としての活性化に向

けて改善策を具体化します。【新規】 

→アウトソーシングはせず、従来の体制を工夫

して就労支援事業として深めていく事としま

した。 

（３）コロナ禍における作業収入の減収を充当す

る収入減の確保に向け、作業の取引先の拡大を

図ります。 

→軽作業において、新たな取引先を 2 か所確保

し、収入の確保に努めました。 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

４．就労継続支援 B 型事業 

（１）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現行のカフェ運営を継続しながら、①店舗の

有効活用と、②就労支援事業としての活性化に向

けて改善策を具体化します。 

 

 

 

 

（３）継続 
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２０２３年度 事業計画           京都府聴覚言語障害センター                           

 

【市町村事業・情報提供事業】京都府センター 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

２０２３年度 

組織変更に伴い、事業計画のみ記載 

 

２０２２年度実施事業については、事業報告時

に実施 

 

   

  

【北部市町村支援部】 

1．京都府北部の市町村の委託事業の内容について、

2022年度にまとめたデータをもとに行政に対して課

題の提起と事業の提案をします。 

２．京都府北部在住の聴覚障害者の相談支援並びに聞

こえの相談における統計データや記録について、ほの

ぼのソフトによってニーズを明らかにし、法人内の通

所施設等の取組内容への提案、新たな社会資源の開発

を検討します。 

３．京都市聴覚言語障害センター情報提供施設部、南

部市町村支援部と連携を図り、各地域で委託を受けて

いる現任研修会の体系化に取り組みます。 

４．手話奉仕員養成講座については、現在改訂作業が

進められている手話奉仕員養成テキストに関する情

報を速やかに把握し、引き続き、当事者団体と意見

交換を行います。 

５．京都府北部の聴覚障害者地域活動支援センターの

利用者が高齢化、重度化する中で地域生活を支える

ための事業のあり方をさらに具体化します。 

６．身近な地域での支援体制をより充実するために、

適切な業務エリア分けを検討します。 

７．福知山市・京丹後市の聴覚障害児通学支援事業を

継続することで子どもたちが安心して通学できる環

境を整えるとともに保護者の負担軽減に努めます。 

８．若年層の聴覚障害者の交流や集団支援をめざす活

動として、いこいの村で企画している若者プロジェ

クトと連携して実施します。 

９．一般社団法人京都府聴覚障害者協会が日常生活用

具取扱業者として立ち上げた「みみ・京都」と連

携し、聞こえに障害がある方々で日常生活用具を

必要とする方々への機器の体験や給付申請の手続

き支援並びに普及を行います。 

 

【南部市町村支援部】 

1．京都府南部の市町村の委託事業の内容について、

2022年度にまとめたデータをもとに行政に対して課

題の提起と提案をします。 

２．京都府南部在住の聴覚障害者の相談支援並びに聞

こえの相談における統計データや記録について、ほの

ぼのソフトによってニーズを明らかにし、法人内の通

所施設等の取組内容への提案、新たな社会資源の開発

を検討します。 

３．相楽会館の改築工事に伴う相楽聴覚言語障害セン

ター機能を現状維持できるよう、委託元の市町村と協

議を進めます。 

４．手話奉仕員養成講座については、現在改訂作業が

進められている手話奉仕員養成テキストに関する情

報を速やかに把握し、引き続き、当事者団体と意見

交換を行います。 

５．身近な地域での支援体制をより充実するために、

適切な業務エリア分けを検討します。 

６．一般社団法人京都府聴覚障害者協会が日常生活用

具取扱業者として立ち上げた「みみ・京都」と連
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２０２３年度 事業計画           京都府聴覚言語障害センター                           

 

【市町村事業・情報提供事業】京都府センター 

携し、聞こえに障害がある方々で日常生活用具を

必要とする方々への機器の体験や給付申請の手続

き支援並びに普及を行います。 

 

 

【相談支援部】 

１．受託している障害者地域生活支援センター事業等

の相談業務で明らかになった課題を地域課題として

市町村や自立支援協議会に提起し、解決に向けた取

り組みを関係機関とともに推進します。 

２．府総合相談体制整備事業（GM事業：中丹）  

各市の現状と課題および圏域における障害福祉の

課題の共有を行い、圏域の地域課題を抽出し、重

要課題から取り組みます。 

３．府総合相談体制整備事業（圏域発達障害者支援  

事業：中丹） 

京都府と連携して圏域の発達障害に関わる地域支 

援体制を整備していくための取り組みを推進しま 

す。 

４．障害者地域生活支援センター事業の継続に必要な

資格職確保の厳しい状況を踏まえ、受託事業の再編

強化を行います。 

 

【情報提供施設第一部】 

１．京都府聴覚言語障害センターでは、これまでの情

報提供施設の役割に加え、日常生活用具の展示、過

去映像のアーカイブ化などを展開します。 

２．一般社団法人京都府聴覚障害者協会が日常生活用

具取扱業者として立ち上げた「みみ・京都」と連携

し、日常生活用具給付金申請にかかる事務全般の業

務受託及び中途失聴・難聴者並びに聴覚障害者雇用

企業への環境整備支援の展開を図ります。 

３．京都府聞こえとコミュニケーションのサポートセ

ンター事業において、中途失聴者・難聴者（乳幼児

～高齢者）に関わる相談員・言語聴覚士・意思疎通

支援員・施設職員の連携の基盤となり、京都府下全

域における中途失聴者、難聴者の支援拡充を図りま

す。 

４．相談員・施設職員と共に言語聴覚士も幼児や児

童、保護者の障害理解と交流を支え、就学前乳幼児

や聴覚障害児童を育てる保護者のネットワーク構築

の支援強化を推進します。 

５．ほっとはあと ITサポート事業において、ＩＴに係

る相談支援とＩＴ学習に係る講座企画を行います。 

６．行政並びに企業のニーズに即したＩＣＴを使った

情報支援（遠隔手話通訳派遣等、音声認識を活用し

た文字保障等）を行います。 

７．ビデオライブラリー事業において、過去映像のア

ーカイブ化を進めるとともに、企業による聴覚障害

者への情報支援を目的とした字幕並びに手話動画挿

入依頼への対応体制の構築を進めます。 

８．行政並びに企業等における各種講座で活用できる

eラーニングコンテンツの構築を進めます。 
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２０２３年度 事業計画           京都府聴覚言語障害センター                           

 

【市町村事業・情報提供事業】京都府センター 

 

9．京都府より、手話言語条例に係る当事者支援事業

として「聞こえのサポーター養成事業」を受託、実

施します 

10．聴覚障害への理解を広めるとともに、聴覚障害者

との共生社会を目指すことを目的とした啓発事業を

担います。 

ア 京都府職員研修「人権研修」（年・6回研修） 

イ 京都府職員研修「手話・コミュニケーション研

修」（年・４回、12コマ研修） 

ウ 京都市職員研修（年・６回研修） 

エ 京都市新規採用職員研修 

オ 京都市業種別研修（年・2業種 3回研修） 

カ 京都市交通局（新規採用運転手及び整備士対

象） 

キ 京都市交通局（地下鉄駅職員対象研修） 

ク 京都府警 

11．動画における、視覚情報挿入を広めていきます。 

ア 京都市市長の会見動画・市長メッセージ動画 

イ 京都府知事会見動画 

 

【情報提供施設第二部】 

１．手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳介助

員の各種養成における短中期計画を策定し、確実に

実行します。 

２．手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳介助

員の各種養成講座の受講生専用ポータルサイトの充

実化を進めます。 

３．各地域の手話奉仕員養成講座のろう講師育成のあ

り方について、引き続き、当事者団体と意見交換を

行います。 

４．各地域で行われている要約筆記講座（前期みあ

い）と京都府要約筆記者養成講座＜後期課程＞の連

携について、各地域の要約筆記講座（前期みあい）

の課題改善に取り組みます。 

５．全国統一要約筆記者認定試験の位置づけも含め、

京都方式の要約筆記者認定試験のあり方について当

事者団体、関係団体、行政と協議を進めます。 
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２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                 

 

【全体】京都市センター 

 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

１．全体（共通） 

（１）各部署の業務について相互支援を深

め、各事業との連携強化を図ります。 

 →高齢福祉部の再編（２部化）、府セン

ター南部施設福祉部の編入、給食課の

総務部管轄等の組織再編を行い、運営

の適正化と相互牽制を進めました。 

（２）職員が健康で働きやすい職場環境を

つくるため、ワークライフバランスを推

進します。 

 →地域福祉統括事業部を含めた安全衛生

委員会を組織し、超勤状況や職場環境

の点検と改善を実施しました。次年度

はセンター単位での委員会等開催とし

ます。 

（３）事業継続計画（BCP）について、展

開期以降の計画を作成します。 

 →在宅の聴覚障害者の災害支援ネットワ

ークの構築について継続課題です。 

（４）利用団体会議の開催、京都市ネット

ワーク委員会への参画等を通じて、関係

団体との連携や協働を推進します。 

 →コロナ禍で中断していた利用団体会議

を再開しました。 

（５）センターの老朽化対策や修繕計画に

ついて、京都市との協議を継続します。 

 →冷暖房の修繕について京都市と協議。

市による 2023年度見積もり外注、

2024年度予算要求、2025年度修繕

の計画で進める旨確認しました。 

（６）効果的な事業運営を目的に、部や課

を再編します。 

→（１）に記載。 

 

２．総務課 

（１）日常的に各部署と連携し、予算管

理・財務管理を行います。 

（２）法人事業本部と連携し、労務・会

計・施設運営等にかかる実務を効率的か

つ効果的に進めます。 

→南部施設福祉部について、事業決裁や

現金管理など庶務の在り方全般を見直

し、是正を図りました。 

 

 

 

 

 

 

３．給食課 

【新規】 

 

（１）継続 

 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

（４） 

 

 

 

 

（５）継続 

 

 

 

 

 

（６）削除 

 

 

 

 

（１）継続 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

【新規】 

（３）インボイス制度導入にあたり、請求書・領収書

等の整備および運用を行います。 

（４）電子帳簿保存法について学び、義務化に向けて

準備を始めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人内積立金 

3,000万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度、センター

の機能再編（強化）に

より、府センター内に

安全衛生委員会等の機

能を強化する。 
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２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                 

 

【全体】京都市センター 

 

 

（１）給食課については総務部に位置付

け、食事提供の現状分析と今後のあり方検

討を開始します。 

 →HACCPの考え方を取り入れた衛生管

理・作業工程のみなおし、また、食事

提供の分析を行いました。 

（２）栄養ケアマネジメントを試行開始し

ます。 

→運用を始めるために必要なスキルを身に

着けるため研修に参加したが、試行開始

まで進められませんでした。 

（１）継続 

 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

【新規】 

（３）新調理システム（施設内クックチル方式）を導

入する。施設内での手作りにこだわりつつ、計画的な

食材の仕入れと調理、少人数で安定した作業環境の構

築を行います。 
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２０２2年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                      

 

【障害事業】京都市センター 

 

２０２２年度 事業まとめ 2023 年度事業計画（案） 予算 備考 

【施設福祉部】 

１．全体（共通） 

（１）利用者の権利を守り、願いと希望の暮らしの

実現を目指した支援を提供します。 

→各事業所において個別支援計画に沿って支援実

施、継続しました。 

（２）行政、相談機関、ろう学校・支援学校等関係

機関と連携し、必要とする方にサービスが行き

届くよう事業の周知を促進します。 

→各支援学校へ当事業所の見学を促し、見学相談

対応しました。7/11（金）西総合、10/7

（金）向日ケ丘。 

（３）相談支援専門員との定期会議を継続し、適切

な支援の提供を行います。 

→会議方式ではなく、相談員が直接各事業所へ出

向き、利用者及び担当者と個々の相談をする形

に変更し、実施しました。 

（４）障害者支援の専門知識を深め、質の高い援助

実践を目指すための研修を行います。利用者の

主体的な運営を、利用者同士の相互理解や関係

改善に向けた自治会活動への支援の強化を図り

ます。 

→4/22コロナ感染対策研修 全職員 

7/11 発達障害に関する研修 3名 

7/30 社福士研修 1名 

7 月 8 月～相談支援従事者研修 2 名 

8 月～サビ管更新研修 3名 

10/26 感染予防研修 全職員 

  11/17 高次脳機能障害研修 1名 

  2月～手話検定 複数名 

→利用者自治会活動への支援継続 

＊所長部長要望懇談月間 

2023 年 1月中旬～2月中旬 

（５）災害に関する訓練や学習、感染症等対策に向

けた学習を推進、意識を高め合います。 

→各事業所の取り組みにおいて避難訓練及びコロ

ナ感染学習会を実施しました。 

  12/20 市センター総合避難訓練に参加 

（６）家族の会との懇談会等での意見交換を経て、

家族の希望を反映させた事業を運営します。 

→コロナ感染対応により実施できませんでした。 

（７）虐待防止委員会設置と研修の実施 

→毎月各職員にチェックリストで点検しました。 

  月 1 回を目安に委員会を開催し、事例報告や手

引き作成に向けた相談、研修準備を行いまし

た。 

11/17 障害者虐待防止研修 1名派遣 

３/2２障害者虐待防止研修伝達研修 

 

２．入所施設 若木寮 

（１）適正な入所支援の提供と稼働率の向上を目指

し、入退所調整会議をはじめ、他機関と連携・

 

１．全体（共通） 

（１）継続 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

（３）一部修正 

相談支援専門員と各事業所との相談を継続し、適

切な支援の提供を行います。 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）継続 

 

 

 

 

（６）継続 

 

 

（７）継続 

 

 

 

 

 

 

 

２．入所支援施設 若木寮 

（１）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
手話検定 
1 級 8,800円+α 
準 1 級 7,700 円+α 
2 級 6,480円+α 
3 級 4,860円+α 
 
サビ管(各分野全部)約
20,000 円 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設福祉部会時に部
内研修を実施 
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２０２2年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                      

 

【障害事業】京都市センター 

 

共有を強化し、待機者の把握と円滑な新規利用

を図ります。 

→1/13（金）第 1回いこいの村との入退所調整

会議を実施し、各事業所の利用者状況を確認、

情報共有を行いました。 

（２）利用者の障害や介護状況に合わせた住まいへ

の改善に向け、浴場の改修等の環境整備を図り

ます。（短中期計画に基づいて） 

→各部屋の洗面台の水道修繕、車椅子トイレドア

の修繕、災害時の鍵開閉を迅速にするための扉

交換を実施しました。 

（３）日中の生活介護において、利用者の願いや意

向を基にしたプログラムの整備と、利用者に応

じた個別支援の充実化を図ります。 

→プログラム内容を整備し、生活介護と個別支援

の内容を見直し、充実させました。 

（４）健康管理支援や介護支援等、高齢者に適した

生活支援を提供します。 

→運動不足解消のため、講師による健康学習・体

操等プログラムを取り入れ、実施しました。 

→歯科衛生士による口腔ケアを月 1回実施。 

口腔衛生管理体制加算取得(30単位)7 月～

適用 

 

３．青空工房 

（１）「生産活動」中心から、「生活支援」への機

能転換を図ります。創作等の作業機能を活かし

ながら、利用者が選択できるプログラムへ移行

します。（就労事業は、第 2 あおぞら就労支援

事業所へ集約します） 

→生活支援の充実化に向けた取り組みに移行する

ため、利用者の希望を丁寧に聞き取りながら進

めていくことができました。 

（２）高齢化・障害の重度化に適した支援を行うた

め、社会参加に向けた学習、他施設見学やレク

リェーションなどの取り組みを充実化します。 

→熱中症・食中毒・手話等の学習等においてパワ

ーポイントや実物等を使い、目で見てわかる工

夫を行うなど行いました。 

（３）創作活動を通じて美術系大学等芸術団体との

関わりを作り、利用者の得意なことを芸術の分

野に広げていく取り組みへ結びます。 

→11/1外部講師を招き、職員自身の『創作』に

係る研修を企画し障害事業所で取り組む創作の

あり方を学びました。 

 

４．第 2 あおぞら就労支援事業所 

（１）就労事業の維持・発展に向け、既存の清掃や

下請事業の継続に加え、法人内の就労支援事業

と連携して新規事業を開拓します。また自主製

品のネット販売（インスタグラムの有効活用

等）等、販路拡大を図ります。 

→新規開拓の話がありましたが、下請価格や力量

等条件伴わず契約には至りませんでした。 

 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

（３）継続 

 

 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

 

 

 

３．青空工房 

（１）削除 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高齢化・障害の重度化に適した支援を行うた

め、社会参加に向けた学習、他施設見学やレクリェ

ーション、利用者が選択するプログラム内容など取

り組みを充実化します。 

 

 

（３）継続 

 

 

 

 

 

 

４．第 2 あおぞら就労支援事業所 

（１）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン購入 

＠400,000 
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２０２2年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                      

 

【障害事業】京都市センター 

 

 

（２）きょうされんの物品販売等、青空工房から移

管した就労事業を行います。 

→夏冬物品販売を実施し、目標額を上回る収益を

得られました。 

（３）若年層の利用促進を目指し、相談支援事業所

や支援学校等と情報の共有と連携を行い、障害

種別を超えた利用相談を進めます。 

→支援学校 2 校の見学対応後、高等部実習に繋が

りました。モニタリング等相談員との連携を継

続しました。 

（４）きょうされん活動に積極的に参加し、署名活

動やなかま交流会等への参加を通じて障害者を

取り巻く社会情勢等について利用者・職員とも

に学び合います。 

→市内ブロック会議と運営委員会に参加しまし

た。きょうされんの学習会等に参加できません

でした。 

 

５．ケアホームあおぞらはうす 

（１）地域に住む聴覚と他障害の人のニーズ把握を

行います。 

→体験 1 件（8/24～26）、見学 1 件。 

いずれも利用に至りませんでした。 

【新規】 

（２）老朽化の激しい山鹿はうすについては、いっ

たん事業を終了し、売却等の跡地活用を検討し

ます。（現入居者は順次、アパート等希望の住

まいへの移転を支援します） 

→4/20山鹿入居者 1 名を市木へ引越支援を実施

しました。 

（３）同じく老朽化が進む市木はうすについても、

代替え施設の確保を目指します。 

→定員 10 人のうち現在 8 人と減少傾向にありま

す。入居者の高齢化を見越し、代替え施設の確

保を目指すのか介護施設への移行を考えるの

か、検討の余地があります。 

 

（２）継続 

 

 

 

（３）継続 

 

 

 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

 

 

 

５．ケアホームあおぞらはうす 

（１）継続 

 

 

 

 

（２）山鹿はうすの跡地活用について、継続課題と

します。 

 

 

 

 

（３）継続 
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２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                      

                                                                     【障害事業】京都市センター 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【地域・こども福祉部】 

１．全体（共通） 

（１）聴覚障害児・者が「行きたい」場所となる

よう、利用者や保護者の要求に応え、魅力あ

る内容を取り組みます。 

（２）情報開示・情報発信を進め、事業の課題を

関係団体などに伝えるなど透明性の高い事業

展開を目指します。 

→各事業所の毎月の予定表をホームページに

掲載。小町懇談会を年 2回実施（1回は中

止、1回は予定）し、利用拡大の方向につい

て関係団体と協議し、手話サークル交流会

の開催を実現しました。乙訓ネットの会議

に参加し、利用状況や取り組みについて情

報提供していますが、利用拡大には結びつ

いていません。 

（３）ケアマネジャーや相談支援員等の連携を

進め、個別ケース支援の強化につとめます。 

→日常業務の中でケアマネジャーや相談支援

員との連携に努めました。 

（４）職員や職員集団の成長を図るための部会・

研修を実施します。 

→部会を年 2回開催（3回予定のうち 1回は

中止）。参加者が少なく、第 2 回は 1 事業

所からの参加にとどまったため、より多く

の職員が参加できるよう開催方法の工夫が

必要です。 

（５）管理者研修など、業務に必要な研修につ

いて計画的に受講します。 

 

２．地域活動支援センター（小町・乙訓） 

（１）安定的な運営を目指し、利用者が主体的

に過ごせる居場所の提供と利用者拡大を目指

し、地域活動支援センター間（小町、乙訓）

の連携を強化します。 

（２）京都市ネットや乙訓ネット等の関係団体

の会議に参画し、運営にかかわる課題や展望

についての意見交換等、協働した連携を図り

ます。 

→（再掲）小町懇談会を年 2回実施（1回は

中止、1回は予定）し、利用拡大の方向に

ついて関係団体と協議し、手話サークル交

流会の開催を実現しました。乙訓ネットの

会議に参加し、利用状況や取り組みについ

て情報提供しているが利用拡大には結びつ

きませんでした。 

（３）コロナの収束状況に応じて、小町文化祭

の開催や乙訓デイの祭りを開催します 

→感染状況を考慮し、小町文化祭は利用登録

者のみで開催しました。乙訓デイの文化祭

は開催を見合わせました。 

（４）各地域活動支援センターにおいて、手帳

のない難聴者の利用可能日を月１回程度設

【地域・こども福祉部】 

１．全体（共通） 

（１）継続 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）継続 

 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

 

 

（５）継続 

 

 

２．地域活動支援センター（小町・乙訓） 

（１）利用者が主体的に過ごせる居場所の提供と利

用者拡大を目指し、各地域活動支援センターと、

生活介護事業所（青空工房）において、それぞれ

の機能（強み）を整理し、発信します。 

（２）小町懇談会や乙訓ネット等の関係団体の会議

に参画し、運営にかかわる課題や展望についての

意見交換等、協働した連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「小町」開所 15周年を迎え、記念行事（旅

行）を開催します。コロナの収束状況に応じて、

乙訓デイの祭りを開催します。 

 

 

（４）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス管理責任

者取得 5,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小町 15周年経費 

200,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27



２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                      

                                                                     【障害事業】京都市センター 

 

け、軽度難聴者の支援機能を拡げます（地域

貢献事業） 

→「小町」では難聴者手話教室の受講者 2名

が参加。乙訓では 1名が継続利用中。 

（５）小町、乙訓の利用者高齢化を受けて、介

護保険サービス事業所との情報交換や連携を

考えます。 

→必要に応じて担当ケアマネジャーや包括支

援センターに相談や情報提供等をしまし

た。より具体的な支援につなげるための連

携強化が必要です。 

（６）利用者支援において、ソフト「ほのぼ

の」を活用し、情報共有化を進めます。 

→今年度は着手できませんでした。 

 

３．京都聴覚障害児放課後等デイサービス「にじ」 

（１）元待賢小学校での事業所存続を念頭に、

地域の自治会や難聴学級との連携を推進し

ます。（小学校の利用契約は 2023年 3月

末まで） 

→１０月に待賢学区区民運動会に事業所とし

て参加し、地域の住民に「にじ」の存在と活

動を広報しました。 

（２）地域向けの手話教室の開催（地域住民や

二条城北小学校ＰＴＡに開かれた教室）を自

治会と協働し、地域に根差した運営を図りま

す。 

→保護者向けの手話教室を毎回開催しました

が、地域住民への開放には至りませんでし

た。 

（３）保護者との面談や連絡を密にできるよ

う、個別支援計画の作成プロセスを丁寧に行

います。 

→放課後デイ専用ソフト「HUG」を導入

し、個別支援計画作成・管理の一元化や保

護者との連絡（一部）に活用しました。 

（４）聴覚障害児の多様なコミュニケーション

を保障する場所として、職員の手話等のコミ

ュニケーション技術の向上を図ります。 

→日常業務の中で手話学習を進めましたが、

手話検定受験には至りませんでした。 

（５）就学前の児童を対象とした「にじっこ」

事業（地域福祉統括事業部主管）にて開催さ

れる保護者向け学習会においては、「にじ」

の保護者へも参加を呼びかけ、保護者集団づ

くりに協力します。 

→学習会のビラを保護者に配布したり、「に

じっこ」のサッカーイベントに参加するな

ど交流を図りました。 

（６）関係機関（行政、聾学校、難聴学級のあ

る小学校、医療機関）との連携を継続し、個

別ケース支援の強化を進めます。 

→コロナで休止していた連絡会を再開し、２回

開催しました。 

 

 

 

 

（５）継続 

 

 

 

 

 

 

（６）継続 

 

 

 

３．京都聴覚障害児放課後等デイサービス「にじ」 

（１）元待賢小学校の利用期限を２０２４年３月末に

控え、待賢学区内での事業所存続を念頭に、移転場

所を確保し移転を実現します。引き続き、地域の自

治会や難聴学級との連携を推進します。 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

 

（３）保護者との面談や連絡を密にできるよう、専

用ソフト「HUG」を活用し、個別支援計画の作成

プロセスを丁寧に行います。ソフトを用いた職員

の勤務時間管理により、適正な運営と業務の効率

化を図ります。 

 

（４）継続 

 

 

 

 

（５）就学前の児童を対象とした「にじっこ」事業

にて開催される保護者向け学習会において「に

じ」の保護者へも参加を呼びかけ、「にじっこ」の

保護者が「にじ」の見学・体験する機会を設け、

保護者間の相互交流と集団づくりを協働します。 

 

 

 

（６）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移転経費 

2023年度 

＠4,000,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28



２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                     

                                                                      【高齢事業】京都市センター 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

＊再編 （１全体、２～各事業所単位） 

【高齢福祉部】 

1．全体（共通） 

（１）３年ごとの介護保険制度の改正、地域包

括ケアの推進等、制度の動向を見据えた事

業展開を図ります。 

→要介護１・２の総合事業への移行など、制

度改正により事業所が直面する困難に対

し、事業所として明確な方針は打ち出せな

かった。2023年度は、制度の動向を見な

がら、利用者の暮らしを守るための事業の

あり方、展開を検討していきます。 

（２）介護事業の 4事業所が連携し、利用者

確保に努めるとともに、支援内容の共有と

質の向上を図ります。 

→部研修、２事業所による合同研修の実施に

より支援内用の共有と質の向上を図りまし

た。利用者確保については、入院や利用廃

止による利用者減が続き、新規獲得するも

部全体としては利用者増には至りませんで

した。2023 年度は、４事業所の連携と情

報提供施設との連携強化により、難聴者の

ヘルプ利用、デイ利用を促進します。 

（３）利用者主体の運営と安定的な収支の確保

に加えて、利用者の生活機能向上に資する

支援の強化を図ります。 

→「生活機能向上に資する支援」として、ヘ

ルプにおいては利用者との共同実践の強

化、デイにおいてはリハビリのプログラム

の充実、居宅においては毎月の会議におけ

る支援内容の共有、合同会議による事業所

との連携の強化、包括においては独居訪問

や困難事例や地域課題に対する取り組みを

おこないました。 

（４）部運営委員会による「リスク管理委員

会」の機能を継続します。ヒヤリハット報

告を重視し、リスクマネジメント機能の向

上を通じて、利用者主体の運営を推進しま

す。 

→事故防止のためのヒヤリハットの機能強化

により、ヒヤリハットの報告件数が増えま

した。特に個人情報保護の意識向上により

個人情報の保護に関するヒヤリハットの件

数が増加する一方で、FAX の誤送信の事

故が数件発生しており、ヒヤリハットの共

有化による事故防止の強化が課題です。 

（５）職員の適正配置において精査、実施を進

めます。介護福祉士、介護支援専門員につ

いて、人事研修課と連携して定期的な学習

会を開催するなどして、有資格者を積極的

に増やします。介護支援専門員資格の更新

を計画的に行います。 

→介護セクションと人事研修課の連携によ

り、介護支援専門員試験対策の学習会を開

 

【高齢福祉部・介護福祉部】 

1．全体（共通） 

（１）利用者の願いに基づきながら、３年ごとの介

護保険制度の改正等、制度の動向を見据えた事業

展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

（２）介護事業の 4事業所の連携と情報提供施設

（通訳、相談員）との連携強化により、ろうあ

者、難聴者の支援における地域のネットワークの

強化と事業所機能の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）利用者主体の運営と利用者確保による安定的

な収支の確保に加えて、利用者の生活機能向上に資

する支援内容の共有と質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）リスクマネジメント、虐待防止、ハラスメン

ト対策の整備を行い、利用者の権利保障と職員が働

きやすい環境の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）介護福祉士及び介護支援専門員の資格取得を

推進します。人事研修担当と連携し、介護経験２年

目以上の職員の実務者研修受講のサポートや介護支

援専門員の受験資格を有する職員への資格取得の奨

励を行う。また、介護支援専門員資格の更新を計画

的に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護支援専門員取

得研修  

（包括）1名 

52,800×１ 

（デイ）1名 

52,800×１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29



２０２３年度 事業計画      京都市聴覚言語障害センター                                                     

                                                                      【高齢事業】京都市センター 

催しました。一方、介護福祉士の資格取得

の推進の取り組みは未実施です。次年度は

介護経験２年目以上を対象とした職員の実

務者研修の受講や経験３年目における介護

福祉士試験受験のサポートも行います。 

（６）各事業所の請求等の事務業務の内容と時

間を精査し、効果的な事務員配置を調整し

ます。また職員確保の課題について、総務

部や人事研修課と協働、連携を進めます。 

→３課の事務を担う事務員の業務と時間を精

査し、事務員の勤務時間を１日あたり１時

間増やしました。職員確保は、ハローワー

ク以外に広告や人事研修課によるチラシ作

成等により広く募集を行いましたが、応募

にはつながらず、次年度、効果的な職員募

集の実施により職員確保に努めます。 

（７）利用者（高齢者・聴覚障害者）支援に係

る意思統一ならびに支援技術の向上のた

め、年 6 回部研修会を開催し、必須法定

研修項目や人権、聴覚障害者福祉などにか

かる学習を行います。全国聴覚言語障害者

福祉研究交流集会へのレポート提出と職員

の派遣を行い、全国の事業所と学び合いを

実現します。 

→必須法定研修は網羅しましたが、部研修内

で深める、共有する時間までは確保でき

ず、各課で継続した研修実施に留まりまし

た。 

（８）サービスの質の向上を目的に、通所介

護・訪問介護・居宅介護支援事業所におい

て第三者評価を受診します。 

→予算化していなかったため、今年度は見送

り来年度受診します。 

 

【高齢福祉部】 

２．包括支援課 

（１）地域包括ケアの推進について、西ノ京地

域のネットワーク機能ならびに介護予防支

援事業による地域の高齢者の在宅生活支援

を推進します。 

→圏域、学区及び個別の地域ケア会議を開催

し、地域住民、ケアマネ、各事業所と話し

合いを実施し、地域課題に対しての具体的

な取組みに繋げていけるよう展開しまし

た。また、一人暮らし高齢者全戸訪問事業

や共同住宅内で開催のサロン等への出席、

管理人への訪問、医療機関や薬局への訪問

を実施。圏域内の公園体操等にも参加し、

センターを知ってもらう啓発活動も実施し

ました。 

認知症サポーター講座を開催し、地域住民

及びその支援者や地域の小中学生に向けて

認知症を知ってもらう学習会を実施しまし

た。 

地域のネットワーク作りの一つとして、圏

域のケアマネと事例検討会を実施。今後も

情報共有、協働できるチーム連携に向け継

 

 

 

 

 

（６）各事業所の事務業務の内容と時間を精査し、

人員配置の見直し、業務の効率化により事務処理

による残業を減らします。また、効果的かつ魅力

的な職員募集を行うことで職員確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）継続 

 

 

 

 

 

【高齢福祉部】 

２．包括支援課 

（1）地域づくり・ネットワークづくりを推進する

ため、圏域、学区及び個別の地域ケア会議を積極

的に活用し、地域住民や関係機関とともに地域課

題解決に向けた取り組みを検討・実施していきま

す。 

また、独居訪問事業や、地域内で開催されるサ

ロンや会議への参加等、地域役員との連携や地域

へ出向くことにより、顔の見える関係づくりと、

センターの周知・啓発活動を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修費用(講師謝

礼等)20,000 円 

 

・研修に係る手話

通訳費  

＠20,000×6回 

合計を４課で按分 

 

全聴福研集会 

オンライン参加 

（＠5,000） 

居宅 1 名 

包括 2 名 

デイ 2 名 

ヘルプ 1 名 

 

 

第三者評価  

居宅介護  

120,000 

通所介護＊ 

    97,500 

訪問介護＊ 

    32,500 

（＊按分） 
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続します。またケアマネからの相談、利用

者及び家族からの相談に乗り、在宅生活が

継続できるように支援を共に考えました。 

（２）介護支援課（居宅支援）との機能分担を

明確にし、ケース支援において連携を図り

ます。合同での学習会やケース会議等を定

期的に開催し、相談機能の強化を促進しま

す。 

→介護支援課との合同勉強会を実施。事例検

討や復命研修の合同実施により、顔の見え

る関係ができ、連携強化や異なる視点の意

見交換ができました。今後も事例等から共

に学び合う機会をもつ意義を再確認しまし

た。 

包括内では概ね月に 1 回の事例検討会を開

催。併せてプラン点検及び課題整理総括表

を基に、支援に対する視点やケアマネジメ

ントの視点を学びましだ。また、包括内で

専門職チームと、プランナーチームにわ

け、専門職は地域づくりや課題に対しての

意見交換や方針確認・決定と、各専門職が

行っている事業内容の共有及び意見交換で

きる体制を取り、プランナーはプランナー

同士、件数を調整し、プランの相談ができ

る体制を作りました。 

 

３．介護支援課 

（１）中重度者や支援困難ケースの受け入れ、

医療との連携により、ケアマネジメントの

質の向上を図ります。 

→中重度や困難ケースについては、医療関係

機関からの相談や包括からの依頼には積極

的に対応しました。退院時には情報連携を

図かるように努めました。 

（２）包括支援課（介護予防）との機能分担を

明確にし、ケース支援において連携を図り

ます。合同での学習会やケース会議等を定

期的に開催し、相談機能の強化を促進しま

す。 

→暫定ケースや区分変更したケースなど、包

括支援と連携しながら対応しました。合同

勉強会を実施し、事例を通して支援の方向

性や課題の整理を行いました。ただ単に、

ケースの引継ぎだけでなく、共に暮らしを

支える相談事業所として、今後も連携が必

要なので、支援の視点を学びます。 

（３）市内一円に拡がる高齢ろう者の居宅支援

事業において、インフォーマル支援の活用

や、地元の事業所、包括支援センター等と

の連携強化により、地域で聴覚障害者を支

えるネットワークづくりを推進します。聴

覚障害者の支援にあたり、派遣事業課・聴

言支援課・ろうあ者相談員と日常的な業務

における連携を強化します。梅の木寮やう

ずまさ共生の郷等の入所施設との連携を継

続し、聴覚障害者の入所資源として効果的

 

 

 

（２）圏域の事業所との勉強会を定期的に実施し、

困難ケースの事例検討等、共に学び合う機会を通

して、包括とケアマネジャー、またケアマネジャ

ー間において、相互に相談しやすい関係作りと地

域全体のスキルアップを進めていきます。 

 

 

（３）同法人内の連携強化と安定的な利用者確保の

ため、4 事業所が連携・協働しながら支援の質の

向上を図ります。 

（介護支援課との合同学習会や事例検討会等を年

3 回実施し、利用者の願いに基づき、介護保険の

認定結果によらず途切れなく在宅生活の継続につ

いて共に考え、相談機能の向上を図ります。包括

内では月 1回の事例検討会やプラン点検等を行

い、ケアマネジメントの視点を学び合い、職員一

人一人の相談対応力や技術の向上を図ります） 

 

 

 

 

 

 

３．介護支援課 

（１）包括支援センターや医療関係機関と連携し地

域課題への取り組みを協働し、中重度者や支援

困難ケースを受け入れ、居宅支援事業所として

のケアマネジメントの質の向上を図ります。 

 

 

 

（２）相談支援の質の向上を目指し、事業所内で事

例検討や相互にプラン点検を実施するととも

に、圏域の居宅支援事業所との勉強会や研修会

に積極的に参加し、共に学び合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）センターから 3 ㎞圏域内の高齢ろう者、難聴

者の支援において、ろうあ者相談員、派遣事業

課、各地域の包括支援センターや民生委員、地

域住民と連携し、地域で聴覚障害者を支えるネ

ットワーク・協力体制を作っていきます。 
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な運営について、適宜協力や意見交換を行

います。 

→引き続き高齢ろう者の支援を継続します。

ろうあ者相談員、各地域包括支援センター

や民生委員、地域住民（利用者の近隣所の

方）と連携し、介護保険外の支援について

は協力体制を取りました。緊急時などの通

訳派遣についても、派遣事業課と相談し対

応しました。 

（４）安定した収益の確保のため、介護支援専

門員体制を増強（常勤換算 0.6 名）し、給

付管理件数を月 160 件に引き上げます。 

→常勤換算 0.6 のケアマネを配置し、目標の

160 件を目指しました。入所や入院、死

亡により件数の変動が多く、目標数には近

づいていますが、今後 3か月で達成できる

ようにしていきます。件数自体はケアマネ

の配置が 4月に間に合わず 8 月からにな

りましたが、職員で件数維持に努めまし

た。来年度は、目標数を増やします。 

 

【介護福祉部】 

４．デイサービス課 

（１）安定的な収益確保のために利用者数増を

追求し 1 日平均 27.5 名（その後予算ヒヤ

リングを得て１日平均３０．５名に修正）

の確保を図ります。また、短時間利用のニ

ーズに応え収益を確保するために、上記に

加え、週 3回、総合事業利用者の短時間

利用受入れを新たに開始します。 

→要介護度が重く利用回数の多い利用者の利

用廃止が相次ぎました。体験利用の積極的

な受け入れにより新規利用者を獲得するも

利用者数が伸び悩みました。一方、総合事

業の短時間利用の受入れ強化により総合事

業利用者の登録数は増大しました。 

（２）在宅生活継続のための機能向上支援の強

化、口腔機能上支援の実施、コミュニケー

ション手段や機器の活用による聴覚障害者

支援を拡充します。 

→テレビモニターに文字を映す方法での要約

筆記、タブレットの活用により聴覚障害者

の情報保障に努めました。 

  口腔機能向上支援は、対象利用者の拡大に

は至りませんでしたが、嚥下機能の低下し

たろうあ者に対する口腔機能支援アプロー

チを言語聴覚士を中心に展開できました。

また、体操・リハビリのプログラムの充実

化を図り、個別機能訓練加算の導入を行い

ました。 

（３）派遣運転手の導入により、安全で効率化

な送迎業務の実施をはかります。また、

2022 年度よりエリア外送迎費の適正徴収

による経営の安定化を図ります。 

→派遣運転手の雇用は実現せず、直接雇用の

運転手が運転業務を担うことになりまし

た。運転手は補充されましたが、送迎車両

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）同法人内の連携強化を図り、安定的な利用者

確保と支援の質の向上を図かります。包括支援

課との合同学習会やケース会議を実施し、相談

機能の向上、利用者の願いに沿った支援の視点

を学び合い、在宅生活が継続できる支援機能を

高めます。安定した収益確保のため、給付件数

は 1 か月 16５件を目指します。 

 

 

 

 

 

【介護福祉部】 

４．デイサービス課 

（１）安定的な収益確保のために利用者数増を追求

し 1 日平均 29.4 名の確保を図ります。また、

短時間利用（5時間以上 6 時間未満利用、6 時

間以上 7 時間未満利用）の総合事業利用者の受

入れを継続します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２）継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規】 

（３）手帳を持たない難聴者、また他者とのコミュ

ニケーション及び社会参加のために手話や筆談

等の情報保障を必要とする聴覚障害者を、エリ

ア外送迎の対象者とします。センターの言語聴

覚士と「きこえの支援」における連携を図り、

難聴の高齢者の受入れを強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床暖房ボイラー取

り替え(修繕費) 

214,720 

 

浴室床張り替え

（修繕費） 

 

トイレの修理（修

繕費） 

 

介護用ベッド(修繕

費 200,000 

 

洗面所の自動水栓 

（大型予算） 
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の事故の減少には至らず、送迎の安全性の

確保の面で対策が必要となっています。エ

リア外送迎費は片道 100 円から 200円

としました。 

（４）老朽化した設備の更新により、サービス

の向上を図ります。 

 →浴室暖房設置、ベッドキャスター交換。 

 

５．ホームヘルプ課 

（１）聴覚障害者へのサービス提供を主とした

事業所として、支援の質の向上と業務効率の

向上を図り、安定的な収益確保のために利用

者数増を追求するとともに、介護保険制度改

正の動向を見据え継続的に今後の事業展開を

検討します。 

→情報提供施設との連携により、聴覚障害者

における障害福祉の訪問介護の新規利用が

実現しました。 

（２）事業縮小に伴い、サービス提供責任者の

配置を 2 名から 1 名に減らします。 

→サービス提供責任者の配置は、正職員１

名、非常勤１名の配置となりました。 

（３）ヘルパー派遣アプリの導入により、訪問

漏れ防止とヘルパー連絡調整業務の効率化を

図ります。2022 年度第 2 四半期に試用を

行い、下半期からの本格運用を目指します。 

→ヘルパー派遣アプリ（けあピアノート）の

導入により、訪問ごとのサ責からの連絡、

訪問介護員からの報告業務が円滑化しまし

た。また訪問漏れは０件で経過していま

す。 

（４）ヘルパーの専門性の向上、支援の質を高

めるために、定期的な研修・会議の実施、並

びに情報共有・連絡・報告体制を整えます。 

→部全体の会議・研修、課ごとの会議・研修

への参加の働きかけにより、会議の出席率

が上がりました。会議は普段は顔を合わせ

ないヘルパーが情報共有をする場として機

能しました。 

（５）派遣アプリの導入による連絡体制の確立

と、研修・会議の定期的実施により、2022

年度下半期から特定事業所加算Ⅴの算定を図

ります。 

→１０月からの事業所加算Ⅱの取得に伴い、

全訪問介護員の参加が義務であるヘルパー

会議を毎月実施ました。会議不参加の訪問

介護員には、会議内容を動画で収録し、事

業所にて視聴、その後サ責と質疑応答のや

りとりをする形で参加保障しました。また

１０月から全訪問介護員の個別研修をグル

ープごとに実施し、会議と研修により支援

の質の向上を図りました。 

 

 

 

 

 

（４）老朽化した設備の更新と設備における感染対

策の強化により、サービスの向上を図ります。 

 

 

５．ホームヘルプ課 

（１）訪問介護における聴覚障害者支援の専門性を

高め、聴覚障害者支援におけるケアマネ、通訳、

関係事業所、他部署との連携を強化します。 

 

 

 

 

 

 

（２）アプリの活用によりヘルパーの連絡調整、派

遣調整に係る事務の効率化と訪問介護員との情報

共有、連携の強化を図ります。 

 

（３）ヘルパーの専門性の向上、支援の質を高める

ために、全訪問介護員参加の会議の毎月開催、全

訪問介護員の個別研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

（４）訪問時の感染対策を強化し、濃厚接触者や感

染利用者との接触におけるリスクを軽減します。 
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２０２３年度 事業計画           京都市聴覚言語障害センター                           

 

【情報提供事業】京都市センター 

 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

２０２３年度 

組織変更に伴い、事業計画のみ記載 

 

２０２２年度実施事業については、事業報告時

に実施 

 

【情報提供施設部】 

1．中途失聴者・難聴者（乳幼児～高齢者）に関わる

相談員・言語聴覚士・意思疎通支援員・施設職員の

連携の基盤となり、京都市地域における中途失聴

者、難聴児・者の支援拡充を図ります。 

２．京都市域における難聴者の実態、社会資源の実態

について情報を集約し、手帳非該当を含めた難聴者

の社会参加促進並びに難聴者を持つご家族を支える

社会資源の開発を目指した効果的な事業を段階的に

取り組んでいきます。 

３．きこえの森診療所における予約待ちの状態を解消

するべく、検査と相談支援を棲み分けし、相談員や

情報提供施設職員等と連携し、円滑な運用を進めま

す。 

４．日々の相談支援並びにきこえの相談における統計

データや記録をほのぼのソフトによって可視化し、

社会資源の開発や相談員の質の向上に繋げます。 

５．手話奉仕員養成講座については、現在改訂作業が

進められている手話奉仕員養成テキストに関する情

報を速やかに把握し、引き続き、当事者団体と意見

交換を行います。 

６．京都市内の派遣調整をエリア別に進めるため、当

該地域の当事者の暮らしの課題を捉えるとともに、

先ずは地域に一番近い区役所との連携をを強化しま

す。社会資源の確保と地域の情報共有を行政と図り

ながら課題解決に繋げます。 

７．京都府聴覚言語障害センター情報提供施設第一部

並びに情報提供施設第二部と連携を図り、養成と制

度外派遣のあり方を共有し、意思疎通支援者の人材

確保等を図ります。 

８．派遣コーディネート新ソフト導入に向けて、先行

事業所との業務課題を共有し、派遣コーディネート

業務の事務負担軽減が図れる部分について協議を進

めます。 

９．派遣事業の円滑な運営や事業の質の向上を目的に

派遣事業運営委員会の継続開催、開催準備に向けて

行政と協議します。 

１０．現任研修会の体系化を進め、更新制度・インタ

ーン制度の準備を再開することにより、意志疎通支

援者の質の向上を図ります。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                        

 

【全体】いこいの村センター 

 

2022年度 実施事業と結果 202３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【全体】 

１．いこいの村・栗の木寮開設４０周年・梅の木寮等開設３０周年

記念事業を実施し、これまでの施設実践を関係者とともに振り

返り、今後の地域との連携をより強める機会とします。 

（１）４０周年式典・記念講演・祭典をコロナ感染症の感染予防対

策をとって開催 (１０月予定)します。 

→10月 16日中丹文化会館にて記念祭を開催し、300名の参加

者がありました。 

（２）４０周年記念誌を発行（２０２２年５月予定）します。 

 →「人として５」を 10月 16日に 2000冊発刊し（編集委員会

が兼務で担当）、記念祭参加者・法人職員・関係機関に配布し

ました。在庫分は普及計画にもとづいて頒布中です。 

（３）北部の聴覚障害者福祉の 40年のあゆみを、関係者とともに

振り返ります。 

 →北部センター職員が記念誌の「京都北部聴覚障害者福祉の歩

み」ページを担当し、記事執筆のための聞き取りを通して北部

の関係者とともに歩みを振り返ることができました。 

 →きょうされん 40周年記念映画「星に語りて」上映会をあやべ

ネットと合同実行委員会形式で開催し、あやべネットの活動や

いこいの村の設立経緯を市民に周知することができました。 

（４）綾部市東部地域住民に対するいこいの村聴覚言語障害センタ

ー事業への要望を聞き取り結果報告します。 

 →調査事業担当者による聞き取り調査結果を記念誌に掲載するこ

とができました。 

２．ホームページを有効に活用し、いこいの村の日々の取り組みや

実践、職場環境を発信し、人材確保につなげます。 

 →月 5～9件発信（12月末現在 60 件）。 

中でも給食課・デイサービス課が積極的に発信できました。 

３．（仮称）看護師連絡会等の実施について相談を進めます。 

 →相談の進め方について確認ができておらず進めることができま

せんでした。次年度には、「医務連携プロ」を立ち上げて、相

談を開始します。 

 

【全体】 

１． いこいの村開設 40 周年を契機に、地域の課題を踏まえ

た事業運営と、地域貢献事業の充実に努めます。 

（１） 地域の人口減少や利用者の高齢化等、直面している課題

に応えられるよう、いこいの村の今後の事業展開を高齢・

障害事業部とともに検討し具体化を図ります。 

 

 

（２）地域貢献事業の発展に向けた検討をすすめます。 

 

 

 

（３）いこいの村まつりを開催し、地域の方との交流を深めま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 委員会・プロチーム会議等を通して横断的な職員の交流

を行い、部署間の連携を強化するとともに職員育成を図

ります。 

 

３． 施設実践から見えてきた課題や成果を地域に発信し、障

害者・高齢者福祉の推進に貢献します。 

（１）いこいの村しんぶん発行、ホームページによる情報発

信、集会等へのレポート報告を積極的に行います。 

（２） 全国ろう重複障害者施設連絡協議会・きょうされん・全

国高齢聴覚障害者福祉施設協議会等関連団体に参画しま

す。 

（３） 北部ネットワークと連携し、北部地域の聴覚障害者の福

祉の向上に貢献します。 

 

４． 人材の育成と確保 

（１） 事業継続と積極的な事業展開ができるよう計画的に専門

職の育成をすすめます。 

（２） 経験年数やスキルにあった人材育成を強化し職員資質の

向上と離職防止に努めます。 

（３） 多様な働き方（夜勤専従職員等）ができる職場環境を整

え、事業に必要な職員体制を確保します。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                        

【総務事業】いこいの村センター 

2022年度 実施事業と結果 2023年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【全体】 

１．防災・減災・防犯・事故防止のために、計

画的かつ現実的、効果的な訓練実施と災害時

の対応、施設・設備管理と整備を行います。 

ＢＣＰ計画（風水害）に沿った避難訓練を実

施し、新たにＢＣＰ計画（地震、原子力災害

想定）を策定します。  

→風水害、原子力災害、感染症の BCP計画

を策定しました。 

→管理職がグループ LINEを活用し、迅速か

つ円滑な情報の共有・連絡を行い、利用者

の安全を守りました。 

→風水害ＢＣＰに基づいた避難を実施しまし

た（１回）。計画に基づいた避難が実施で

きましたが、改善点もあったため、すぐに

計画の一部見直しを行いました。計画作成

のため図上訓練を行いました。 

→原子力災害対策の避難訓練を初めて実施し

ました。 

２．地域の行事への職員派遣等、地域貢献に努

めます。 

→コロナウィルス感染症の影響で地域の行事

が中止になりました。 

→金毘羅大祭への備品貸出を行いました。 

→口上林むらおこし推進協議会に出席しまし

た。 

（１）後援会口上林世話人会の今後の方向性を

口上林自治会連合会、世話人会と協議し決定

します。 

あわせて、センターの地域からの要望を聞き

取り、地域貢献事業としての具体化につなげ

ます。 

 

 

【総務部】 

１．法人事業本部と連携して、労務・会計・物

品管理等にかかる事務を効率的・効果的に実

施します。 

（１）総務課員が働きやすい職場環境を整備し

て、慢性的な時間外勤務の過多の解消に努め

ます。 

→終礼が習慣化し業務にメリハリができ、残

業が減りました。 

→総務課員１名減となりましたが、各担当

の業務の効率化を重点としたため、総務

課内の連携が密になりました。 

→留守電化、日曜、長期休暇（5月連休、

お盆、年末年始）の職員一人体制化など

職場環境整備に努めました。 

（２）法人事業本部と連携し、人材確保・育成

システムの見える化・発展向上を進め、職員

が安心して働ける職場づくりと事業展開の下

支えを図ります。 

【全体】 

１．【一部修正】 

防災・減災・防犯・事故防止のために、計画的か

つ現実的、効果的な訓練実施と災害時の対応、施

設・設備管理と整備を行います。 

（１）ＢＣＰ計画（風水害）に沿った避難訓練を実

施します。 

（２）原子力災害を想定した避難訓練を実施しま

す。 

（３）新たにＢＣＰ計画（地震）を策定します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．【継続】 

 

 

 

 

 

 

（１）【一部修正】 

後援会口上林世話人会の今後の方向性を口上林自治

会連合会、世話人会と協議し決定します。 

（２）【新規】 

地域貢献用備品（机、イス、テント等）を整備、研

修室の有効活用を検討し、いこいの村がより身近に

感じてもらえる地域との関係作りに努めます。 

 

 

１．【継続】  

 

 

（１）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【継続】 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                        

【総務事業】いこいの村センター 

 

（３）デイサービス課調理員を給食課に統合

し、調理員全員で全施設の調理を担当しま

す。 

 →栗、梅、デイサービス、配食サービスの調

理を各部署の状況に合わせて分担し、全施

設への食事提供を担当しました。 

（４）配食調理は梅の木寮厨房で行い、日曜配

食調理を開始します。 

 →配食業務を梅厨房にて行うようになり、日

曜日についても、配食の調理が可能になり

ました。 

（５）配食事業の移転に伴い、営業許可に見合

った衛生管理を実施します。 

 →毎月の課会議において、衛生研修を継続し

て実施することで衛生意識を高め、配食の

配達時にはクーラーボックスを導入し、安

全に配達できるよう改善しました。 

→管理栄養士２名産休中のため、人員不足対

策として、各部署に協力をお願いし、調理員

不在での食事提供を実施しました。 

 

 

 

（３） 【新規】 

障害・介護ともに、ほのぼのを活用した効率的 

な栄養ケア・食生活連絡会を行います。  

 

 

 

（４）【新規】 

いこいの村内だけでなく、地域の要望にも目を向

け、独自の配食サービスの活用についても検討しま

す。 

 

（５）【新規】 

献立業務について、効率化を目指します。 

 

 

 

 

 

（６）【新規】 

慢性化している人員不足に対して、今後の食事提

供のあり方について検討します。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                    

【障害事業】いこいの村センター 

202２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【施設第一福祉部】 

１．【継続】 

仲間の発達保障や生活づくりを支える部内

組織を見直し、職員集団の力量が組織的に積

み上げられるように以下の体制とします。 

  

施設第一福祉部 

  生活支援課 生活支援係 

  入所支援課 入所支援係 

  就労支援課       

 

２．『仲間一人ひとりの年齢や願いに合わせ

て、仕事や役割をつくり、生きがいのある暮ら

しの実現を目指します。共通のことばづくりや

発達保障に取り組みます』 

（１）いこいの村栗の木寮開設 40周年記念事

業に豊かな節目となるよう取り組みます。 

 →40周年記念祭に向けて記念品づくりや学

習、記念誌制作、また北部ネットワーク会

議や両丹文化のつどいなどに仲間が主体的

に関われるよう取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

（２）全聴福研等に、実践レポートを提出しま

す。発達保障の実践を更に深めます。職員

の発達保障に関する研修会を強化します。 

→全聴福研に計２本レポートを提出する中で

仲間を主人公にした実践や発達保障につい

て部内や法人実践交流集会でも共有するな

ど取り組みました。 

 →新採職員が「発達保障入門講座」を連続で

受講し、部会で伝達講習の機会を持ちまし

た。 

（３）サービス管理責任者、強度行動障害支援

者研修等、必要な資格研修を遺漏なく受講

します。また、虐職場環境改善に必要な派

遣研修等を積極的に受講します。 

 →上記資格取得研修に６名が受講。 

   実践修了者２名（予定） 

 

（４）「虐待防止・身体拘束防止(苦情解決)委

員会」での課題を支援の改善に活かし、

「業務マニュアル」を継続的に見直しま

す。 

 →部内で「虐待防止・身体拘束防止(苦情解

決)委員会」を毎月開催し、事故報告など

課題を改善する仕組みを作りました。 

（５）仲間への視覚的な情報保障を進めるため

手話字幕付きのテレビ放送、アイドラゴン

を日常的に活用します。また、ＩＣＴの積

【施設第一福祉部】 

１．【文言修正】 

 仲間の発達保障や生活づくりを支えるために、現

在の課・係体制を継続するとともに、職員の意思統

一を高める会議運営を進めます。 

 ア 部会(月 1回) 部運営委員会（月 1回） 

 イ 各課会議（月 1回） 

 ウ 夜勤専従者会議（月 1回） 

 エ 臨時職員会議（月 1回） 

 オ 個別支援計画会議（中間モニタリング含む） 

 

２．【継続】 

  

 

 

（１）【新規】40周年を契機に栗の木寮の地域の

障害福祉支援拠点施設としての役割をあらため

て整理します。 

ア コスモス寮の将来計画を検討します。 

イ 京都府内に点在するろう重複障害者の交流事

業を北部センター、聾学校舞鶴分校、家族、い

こいの村地域貢献プロチームと連携して計画づ

くりに参加します。 

ウ 栗の木寮の日中活動を総合的に見直し、仲間

ひとり一人の豊かな暮らしを支える職員の役割

を明確にし、発達支援と社会参加支援を充実し

ます。 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続・文言修正・追加】 

栗の木寮の運営に必要な資格研修を遺漏なく受講

します。強度行動障害実践修了者を中心に計画の

作成、評価方法を再検討します。 

ア 京都介護・福祉サービス第三者評価を受審

し、支援内容の向上に役立てます。結果をホー

ムページなど情報公表します。 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

 

（５）【継続・文言修正】 

ＩＣＴの積極的な導入、活用に向け、具体化しま

す。あゆみ会や学習、会議など、より仲間にわか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場埼玉 

対面での開催 

4 名参加 

参加費 5000 円×

4 人＋交通費宿泊

費 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三者評価受審料 

30 万円 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                        

【総務事業】いこいの村センター 

※12月末日現在年度内 

・職員・準職員等の採用 1名・退職 1名 

・臨時職員の新規契約 16名・契約終了

11名・勤務時間変更 9名  

→人材紹介会社を通しての採用はありません

でした。 

→タウンスポット、綾部市の暮らしの便利

帳、企業紹介パンフレット、ハローワーク

での特設コーナー設置等人材確保のため

様々な広告媒体を利用しました。 

→インターネット、HPを活用した広報戦略

がさらに必要です。 

（３）総務課と各部署との連携推進の仕組みを

強化し、効率的・効果的な事業運営に必要な

情報提供・サービス提供を進めます。 

ア 予算管理・財務管理においては、日常

的に経営状況の情報を提供し、成果や課

題を共有してより良い経営を目指しま

す。 

→各会計担当が状況を部長と共有・分析

し、対策を講じることに努めました。 

イ 各部署と業務間及び日々の連携におい

て、密にコミュニケーションを取りま

す。 

→修繕箇所の早期対応、宅配物の配達、感

染対策時の応援等少しずつ、他部署と関

われる時間を増やしました。 

（４）【新規】 

稟議、小口会計、勤務届などをデータ管理でき

るシステムの構築を進めます。 

→物品購入伺いのペーパーレス化、小口会計

（高齢福祉部のみ）をなくすことはできま

した。 

→稟議、勤務届をデータ管理するためのシス

テムの構築はできませんでした。 

→物価高騰に伴い、消耗品を減らしデータ管

理していくことが喫緊の課題です。 

 

２．調理を通して、各施設の生活者や利用者の

ニーズに最大限応えられるようにします。 

（１） 全施設を担当するため、栄養士、調理

員の連携を強化し、各施設の食事の要

望に対応します。 

 →冷凍食品をはじめ、各種の在庫管理におい

て、調理員との連携が強化されました。ス

ムーズな業務遂行に向けて一歩前進しまし

た。 

（２） 各施設の生活者・利用者にあった豊か

な食事提供を追求します。 

 →全国の郷土料理を継続、誕生会や取り組み

に合わせて希望に合わせて調理していま

す。また、敬老会やおせち料理などの行事

食、新年会での魚の解体ショーも実施しま

した。 

  また、栄養管理の面では、食連での相談を

効率的に行い、仲間・利用者１人ひとりの

体調や嚥下能力等に合った食事提供に繋げ

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

 ア 【継続】 

  

 

 

 

 

イ 【継続】 

 

 

 

 

 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 【継続】   

 

（１） 【一部訂正】                                                        

全施設を担当するため、各部署の特性を理解し、

栄養士、調理員の連携を強化し、各施設の食事の

要望に対応します。また、調理員としてのスキル

アップも目指します。 

 

 

（２）【一部訂正】 

  各施設の生活者・利用者からの要望や食事を楽

しめる内容の取り組みを共同で行い、豊かな食

事提供を追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

39
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【障害事業】いこいの村センター 

極的な活用方法を検討し、2022年度実現

を目指します。 

 →仲間用の PC を寄付で受け、日常的な情報

保障やオンライン面接などに活用しまし

た。 

（６）きょうされんの取り組みを通じて、障害

者福祉拡充の運動に参加します。賛助会員

拡大、国会請願署名・募金キャンペーンに

も積極的に取り組みます。 

 →202２年度目標 

賛助会 85口（1/27現在 80口） 

署名  3,000筆・募金 15万円 

（７）全国ろう重複障害者施設連絡協議会運営

に参画し、ろう重複障害者に必要な制度構

築を関係施設と協力して国に要望するなど

取り組みます。また、実態調査や研修会に

参加します。 

 →コロナ禍で集合開催はできませんでしたが

オンラインで役員会や施設長会議など実態

調査の課題を検討し、今後の要望活動につ

なぐ論議を進めました。 

 

３．生活介護事業 

（１）仲間の日中活動の充実や仲間の発達段階

に応じた「ことばの学習」や各種の学習に

取り組みます。 

 →月１回の「ことばの学習」は、入所支援課

に担当を移しました。 

ア 仲間ひとり一人の体力や希望にあわせた

日中活動を充実させます。第一作業棟を中

心としながら、リサイクル作業や屋内作

業、創作活動を行います。第三作業棟も再

度活動場所に利用していくための整備をし

ます。 

→４０周年記念作品製作の木工作業を増や

し、ほぼ全員の仲間が作業に参加できまし

た。第三作業棟の床・トイレ・入口の舗装

の修繕を行い、車椅子でも利用しやすいよ

うにして３班の活動を行うことができまし

た。 

イ 日中活動において、豊かな生活の広がり

を作るため、学習、ボランティアや地域のみ

なさんとの交流を図ります。 

→コロナ禍で交流が２．３年間ありませんで

したが、落ち着いていた頃に東綾小学校の

交流が１回できました。 

 

 

 

４．入所支援事業（施設入所・短期入所・共同

生活援助事業・利用相談含む） 

（１）仲間を暮らしの主人公として、自治活動

を充実させ、役員会や仲間ミーティング等

を通して、暮らしを自ら築く気風を高めま

す。 

→毎月計画的な活動を行い、タイムリーな情

報提供を行うことに努めました。 

りやすく、また仲間が自主的に取り組める補助と

なるよう活用することを目的とします。 

 

 

 

（６）【継続】 

 

 

 

 

 

 

（７）【継続・文言加筆】 

全国ろう重複障害者施設連絡協議会、運営に参画

し、ろう重複障害者に必要な制度構築を関係施設

と協力して国に要望するなど取り組みます。ま

た、京都セルプ協議会、京都府障害厚生施設協議

会とも実態調査や研修会に参加します。 

 

 

 

 

３．生活介護事業【継続・一部修正】 

（１）【一部修正】日中活動の計画は、作業を主にし

ながら、入所支援課と連携した学習や自治会活動

を取り入れていきます。また、季節の行事も計画

します。作業のみでなく、多様で豊かな日課づく

りをします。 

ア 【一部修正】１班(農業)・2班(屋内作業)・３

班(創作)の取り組みを通して、午前・午後の作

業の内容を豊かにし、仲間ひとり一人の体力や

希望にあわせた日中活動を充実させます。作業

への参加状況や実施内容の記録方法を見直し、

仲間会議の運営や給料支給に反映できるように

します。第三作業棟も引き続き活動場所として

有効に利用していくための整備(エアコン新調)

をします。コロナ感染症の状況を見ながら、バ

ザー出店や綾部市や社協等を通じて商品の販売

先を拡大します 

 

イ 【一部修正】豊かな生活の広がりを作るため、ボ

ランティアや地域のみなさんとの交流を図りま

す。学校からの交流依頼があった時には、受け入

れて聴覚障害や手話へ理解を仲間が主となって

広められるように計画します。 

ウ 【修正】 

作業・入浴等の仲間支援が進むように、必要な職

員体制・役割分担とスケジュールを組みながらす

すめます。 

４．入所支援事業（施設入所・短期入所・共同生活援

助事業・利用相談含む） 

（１）【継続・文言修正】役員改選時期にあたり、

新たなメンバーが主体的に取り組めるよう支援

します。 

  1ヶ月の獲得目標を明確にし、仲間と一緒に見

通しを持てる計画を作成します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 作業棟エアコ

ン 80 万円 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                    

【障害事業】いこいの村センター 

ア ユニット型の栗の木寮の利便性を生か

し、自治の力を高める最小単位として、集

団づくりを進めます。 

→「自治の力を高める取り組み」を強化し、

「美化部・給食部・行事部」など専門部を

復活する他、ユニット単位での生活の質を

高める利用者主体の取り組みを強化しまし

た。 

→コロナ禍で交流の機会を制限されましたが

オンラインの会議や集会にも積極的に参加

することができました。 

イ 仲間の願いやニーズを栗の木寮の暮らし

に反映できるよう北部ネットワーク委員会

やきょうされん中丹ブロック等関係団体と

の交流を進めます。 

→北部ネットワークに毎月参加し、栗の木寮

から報告を行いました。 

 

（２）高齢化している仲間が、健康で豊かな

高齢期を迎えられるように、健康維持増進

への支援に重点的に取り組みます。 

ア 日々の新型コロナ感染症等への感染対策

の取り組みを継続しつつ、仲間に必要な学

習や取り組みを具体化します。 

→９月に仲間２２名、職員１３名が新型コロ

ナウイルスに感染。保健所、医療機関から

の助言を受けながら対応をし、１０月上旬

に収束しました。 

イ バイタルチェックや日々の体調管理を万

全に行い、医療機関と緊密に連携をとって

大切な仲間の健康を守ります。 

→医務担当が中心となり、医療機関と連携

し、必要な処置につなげることができまし

た。食生活連絡会を中心に食事に関わるこ

とについて検討、改善できました。 

 

ウ 職員の介護技術やリハビリ、歯科衛生な

どの支援の力を高めます。 

 

 

 

 

 

（３）仲間の発達段階に応じた「ことばの学

習」や各種の学習に取り組みます。 

   またサークル活動を通して、余暇活動の

充実を図ります。 

 →ことばの学習はグループを再編成し、実施 

しました。職員研修を実施し、発達につい 

て学ぶことができました。 

情報提供学習は年間計画に沿って実施する 

ことができました。 

サークル活動はコロナの影響で実施できな 

い月もありましたが、概ね開催することが 

できました。 

（４）法人の業種別会議（障害）の機能を発展

させ、若木寮との入退所検討委員会(仮)を

ア 【継続・文言修正】ユニット単位での取り組

みを実施します。計画を作成し、日中活動への

位置づけをし、定期的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 【継続】 

 

 

 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

ア 【継続・文言修正】 

根拠を明確にした感染対策に努めます。変化す

る社会状況を加味した仲間への情報提供を行い

ます。 

 

 

 

イ 【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 【継続・一部修正】 

仲間の体調・体力の変化に即座に対応できるよ

う、介護環境の整備に努めます。 

年に 1回の歯科検診を実施し、個別（重点的に

取り組む方）の支援計画を作成し、口腔衛生に

取り組みます。 

 

（３）（継続・一部修正） 

仲間の発達段階に応じた「ことばの学習」や

各種の学習に取り組みます。 

ことばの学習のグループは再編成を検討しま

す。 

  サークル活動は、仲間のニーズや集団保障の観

点も持ちながら内容を再検討します。 

  ３Ｂ体操は会員だけでなく、全体の活動として

取り組めるよう開催方法を調整します。 

  手話サークルを立ち上げ、活動します。 

 

 

（４）【継続】 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター                                    

【障害事業】いこいの村センター 

定期開催し、利用者の支援連携を進めま

す。 

 →定期的な入退所調整会議の他、梅の木寮と

も協議の場を設け今後の入退所調整方針に

ついても法人内で課題を共有することがで

きました。 

（５）在宅支援の機能としての短期入所を、地

域の方々にさらに活用頂けるように取り組

みます。また、新規のショートステイや長

期入所の相談に対して、迅速に家庭訪問な

ど対応します。 

 →新規契約者 2名。コロナの影響でショート

の受け入れを中止した期間がありました。 

  適切な運営ができるよう、感染対策では根

拠のある受け入れ調整が必要です。 

 

 

（６）コスモス寮(共同生活援助)の老朽化によ

り、外壁工事を行います。あわせて、将来

のコスモス寮の役割や支援内容を整理し、

法人の中長期計画、新レインボープラン見

直しに位置付けられるよう検討します。 

 →外壁工事を実施しました。 

 →４名の入居者についてそれぞれケース会議

を開催し、関係機関と情報共有、支援方

針を確認することができました。 

 

５．就労支援事業（たからの里） 

（１）引き続き無添加で人にやさしい石窯パン

の製造を仲間の力発揮ができるよう、班会

議等での学習や個別の支援を充実します。 

→素材にこだわるパン作りを継続。石窯と電

気オーブンを併用して仲間も焼成作業を行

いました。 

→毎月の班内会議の他、製造、販売・軽作

業、清掃・自治の３グループによる会議を

実施。各部門でより密な話し合いと計画に

より、円滑な取り組みが可能となりまし

た。 

（２）HACCPの法制化により製造の過程にお

いて必要な準備を整え、安全な製造ができ

るよう環境を整えます。 

 →HACCPの準備を整え予定通りに実施。 

 

（３）10月から電気オーブンの使用開始。 

→中長期計画に沿い、石窯に劣らない美味し

いパンを焼くために仲間と共に焼成を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

（４）コロナ禍でも収益・工賃増に向けて、積

極的にバザー販売を実施しました。 

→コロナ感染拡大を受けて臨時休業がありま

したが、定期的な販売の他、いこいの村開

所 40周年記念祭やきょうされん映画上映

会などで販売を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

（５）【継続・一部修正】 

栗の木寮、梅の木寮、北部の聴言センター、それ

ぞれの役割を明確にしながら、聴覚障害者の方々

が安心して暮らしを築き、将来の人生設計ができ

るように連携します。 

地域にお住まいの方々には施設に足を運んでいた

だき、具体的なイメージを持っていただけるよう

な工夫をし、栗の木寮に入所されている方には高

齢期を迎えた時に安心して梅の木寮に転寮できる

よう、日頃からの連携、情報共有ができるよう取

り組みます 

（６）【継続・一部修正】 

（５）と併せて、とくらの家の活用について、コス

モス寮の役割も考慮しながら検討を進めます。現

在の入居者については、引き続き関係機関と定期

的にケース会議を開催し、今後の支援方針を確認

し、実施します。 

 

 

 

 

５．就労支援事業（たからの里） 

（１）【継続・一部修正】自治活動を通して、お互い

に協力し支え合える力を引き出す取り組みを強化

します。物価高騰による原材料費の値上げを受

け、商品の一部値上げを検討、具体化し販売計画

を作成します。 

  SST を活用した取り組みを進め、自己表現の場

を提供します。 

 

 

 

 

（２）【継続・一部修正】HACCP対応について、一

定整理ができていますが、食品関係・福祉関係の

各法制度等、コンプライアンスの徹底を課内で共

有できるよう、ガバナンスの強化を行います。 

 

（３）【継続・一部修正】電気オーブンの併用継続 

（ア）収益・平均工賃増に向けて、施設や学校給食

向けに販路拡大をします。 

（イ）パン、ピザ作り体験・交流を再開します。新

型コロナの感染状況を踏まえた上で、一般のお

客様や学校関係など幅広く受入れをして収益増

を目指します。また、地域に点在するろう重複

の方やその家族とも交流ができ、事業所の利用

に繋げられるようにします。 

   

（４）【継続】基本は受注販売として、舞鶴支援学

校、中丹支援学校、いこいの村の給食や配食サ

ービスなど販路を拡大していきます。 

コロナの感染状況に留意しながら、ピザ作り体

験の再開を検討します。 
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（５）たからの里 10周年記念事業について

は、イベント形式ではなくコロナ禍でも可

能な取り組みを計画します。 

→記念ラベルに感謝のメッセージを添えた

り、仲間考案の 10周年記念パンを販売し

ました。 

（６）綾部市内、聾学校、中丹支援学校等の関

係機関と連携を深め、新規契約者の拡大に

努めます。 

→今年度は新規契約者 1名。学生の進路相談

と見学の受入れも対応しました。聾学校な

ど関係機関との会議に出席し、情報共有と

意見交換を実施しました。 

（７）多種多様な障害特性に理解を深め、本人

の豊かな暮らしを就労という立場から支援

できる職員の資質を高めます。 

→セルプ協、ヤマト福祉財団、SST協会な

どの障害者の就労や社会生活に関わる研修

を受講しました。多くの気付きを現場に還

元しています。 

 

（５）【終了】 

 

 

 

 

 

（６）【継続】地域貢献事業の一環でたからの里を

交流の場として活用することや、ご家族を交え

たパン作り体験などの交流事業を通して、新規

契約者の拡大に繋げられるよう関係機関と連携

をしていきます。 

  

 

（７）【継続】たからの里の課題である午後の作業

を仲間が主体となってどのように展開していく

かを具体化します。パン、菓子類の製造や下請

け作業など軽作業の充実を図り、仲間が自分の

役割として自覚を持ち、やりがいが持てる作業

を保障します。 
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                                                     【高齢事業】いこい村センター 

202２年度 実施事業と結果 2023 年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

（高齢事業） 

【施設第二福祉部・梅の木寮】 

１．生活者の健康促進と一人ひとりが尊重され 

笑顔あふれる暮らしの保障に努めます。 

（１）部内担当を設置して（健康長寿担当・い

きいき行事担当）、部全体で研鑽し合って健

康づくりや行事(納涼祭、敬老会、クリスマ

ス会、30 年お疲れ様会)を行います。 

→部全体で協力し合って、生活者の生活を豊 

かにする支援をしようという気風が高まり 

ました。担当した職員は、企画立案の力を

つけました。 

（２）年輪の会（生活者全員が会員）の活動を

活発に行い生活者同士のつながりを大切にし

ます。また、施設行事や梅の木寮行事に企画

の段階から参加していただき、一緒に楽しい

施設づくりをしていきます。 

→今年度はコロナ禍のためほとんど外部の協

力を得ることができませんでしたが、毎月

の北部ネット会議に参加、30 周年記念の

カルタづくり、山百合喫茶を再開できまし

た。 

（３）事務を効率的に行い、生活者の対話等の

時間を増やします。 

 →タブレットを積極的に活用し事務省力化に

つなげています。生活者の誕生日やストレ

ス発散の個別支援や棟ごとの季節に合った

取り組みを積極的に行いました。 

 

２．介護保険改定への対応と高齢聴覚障害者の

利用拡大に努め経営安定を図ります。 

（１）高齢聴覚障害者施設協議会として、福祉

基本政策プロジェクトチーム会議に参加し、

各分野の団体・協議会と共に聴覚障害者の暮

らしの安心について検討します。 

→福祉基本政策プロジェクトチームの一員と 

して厚生労働省に障害者生活支援員の加算 

の拡充や認定調査の改善について要望し 

ました。作業部会として、ろう重複障害施

設協議会役員会と検討の場を持ちました。 

（２）各課にケアマネジャーを配置、相談支

援課は相談員業務専属とし、それぞれの専門

性を高め、より生活者の寄り添った支援を目

指します。 

→相談支援課は 1 名減となりましたが、課長

と共同し毎月の生活者在籍状況を分析し、

稼働率アップに努めました。また、今年度

は敏速に入退所手続きを行うことを強化し

ました。 

（3）介護業種別会議と連携して、障害分野の

相談支援事業所・地域活動支援センター等へ

の働きかけを強化し、聴覚障害者の長期入所

待機者確保、短期入所の新規利用につなげて

いきます。 

 

【施設第二福祉部・梅の木寮】 

１．【一部修正】生活者の健康促進と一人ひとりが

尊重され笑顔あふれる暮らしの保障に努めます。 

（１）部内担当を設置して（健康長寿担当・いきい

き行事担当）、部全体で研鑽し合って健康づくり

や行事(納涼祭、敬老会、クリスマス会、31 年お

疲れ様会)を行います。 

 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

 

 

 

 

２．【継続】介護保険改定への対応と高齢聴覚障害

者の利用拡大に努め経営安定を図ります。 

（１）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【継続】 

各課にケアマネジャーを配置、相談支援課は相談

員業務専属とし、それぞれの専門性を高め、より

生活者の寄り添った支援を目指します。 

 

 

 

 

 

（３）【新規】高齢事業部、法人全体の各事業との

つながりを強め、聴覚障害者（ろうあ、難聴、

盲ろう）の長期入所待機者確保、短期入所の利

用拡大につなげていきます。 
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                                                     【高齢事業】いこい村センター 

→昨年度障害分野の事業所に呼び掛けたこと

によって、相談数が増えました。 

（4）【新規】長期入所待機者の状況に合わせ

て、地元高齢者と聴覚障害高齢者の受け入れ

枠の調整をしていきます。 

→長期、短期ともに空き室を作らないよう調

整しました。 

 

３．それぞれの経験年数やスキルにあった人材

育成を強化し質の向上と離職防止を目指しま

す 

（1）新規採用職員の育成について、専属担当

職員を配置して独自のプログラムに沿って、

介護技術の習得と心のケアを年間通じて行い

ます。 

→前半は介護技術を担当職員が付き添って指

導、後半は介護概念について内部で講師を

分担して、年間を通じて実施しました。 

（２）介護職員全員対象に、各ユニット職員の

ニーズを把握し、職員に必要な介護、対人援

助、チームワーク作りなどの研修を、部内研

修担当が立案実施します。 

→法定研修を軸にして年間計画を作り、各棟

の係長が職員の学習ニーズを把握し、研修

を組み立て実施しました。 

（３）次世代のリーダーを育てる研修について

は、外部研修を有効に活用していきます。ユ

ニットリーダー研修を 2名受講予定 

→コロナ禍で、ほとんどリモート研修でした

が、看取り、聴覚障害者福祉支援、認知症

実践者研修、ユニットリーダー研修（1

名）などに参加しました。 

（４）課長、係長、ユニットリーダーは、定例

の会議で集団的に学ぶ機会を作るとともに外

部研修を積極的に活用し、リーダーとしての

資質を向上させるとともに、ともに支えあい

部全体を盛り上げていきます。 

→定例の合同リーダー会議で 7月と 11 月 2

回シリーズで外部講師によるチームビルデ

ィングについての研修を実施しました。 

 

４．介護福祉士、介護支援専門員等の資格取得

奨励を継続します。 

（１）介護福祉士実務者研修を奨励します。

（社協の助成等は積極的に使う）介護支援専

門員は、人事研修課と連携して 7 月から試験

日まで学習会を実施するなどして資格保有者

を増やします。（2名以上の合格を目指す） 

→介護福祉士試験は受験者なし。 

介護支援専門員試験は、介護業種別会議企

画の自主研修に参加し 3名が受験。不合

格。 

 

５．生活者の社会参加を大切にし、ご家族、地

域、関係者とのつながりを強めます 

（１）梅の木便りを毎月発行し家族に送付しま

す。 

 

 

（4）【新規】聴覚障害者専門の施設として、職員の

コミュニケーションスキルを高め、地域にア

ピールしていきます。 

 

 

 

３．【継続】それぞれの経験年数やスキルにあった

人材育成を強化し質の向上と離職防止を目指しま

す 

（１） 【継続】 

 

 

 

 

 

 

（２） 【継続】 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

 

 

 

 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．【継続】介護福祉士、介護支援専門員等の資格

取得奨励を継続します。 

（１）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．【継続】生活者の社会参加を大切にし、ご家

族、地域、関係者とのつながりを強めます 

（１）【継続】 
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 →コロナによる面会の可否など、施設からの

お願いを便りに載せることでご家族の理解

を得ることができました。 

（２）家族の会交流会を生活者行事の日に合わ

せ積極的に参加していただきます。 

→今年度もコロナ禍の影響で、総会ができま

せんでしたが、ご家族からの要望で 11 月

に交流会を実施しました。また、部内行事

すべてにおいて差し入れをいただくことで

つながりを作りました。 

（３）傾聴ボランティア、その他ボランティ

ア、見学者との積極的に関わりを強めます。 

→コロナの影響でほとんどできませんでし

た。綾部市介護相談員に 3 度来ていただき

ました。 

（４）聴覚障害者関係の行事や地域行事に積極

的に参加支援を行います。 

→年輪の会役員が、毎月の北部ネット会議

(リモート)、10 月のいこいの村 30 周年

記念式典の舞台アピールに代表参加しまし

た。 

 

 

【高齢福祉部】 

１．全体 

 

（１）一人一人の意向が尊重され、その地域・

社会の中で排除されることなく、生活が継続

できるよう「あらゆる人が地域で共に生き

る」ことを支えていきます。 

→綾部東部の福祉事業の担い手となり高齢だ

けでなく障害のある方々の支援も行いまし

た。 

 

 

ア 地域の方々の困りごとに早く気づき、支援

していく体制を整えます。 

・介護保険利用予備軍を対象にした会 

（ほがらかに行こう会・豚汁を食べよう会） 

・配食サービス（自費弁当）の拡充 

（総務部と共同） 

・聞こえの相談会の実施 

→ほがらかに行こう会は、2 回開催すること

ができました。その後、包括支援課に相談

につながるケースもありました。配食サー

ビスは、部署を越えて協力し実施すること

ができました。聞こえの相談会は定期開催

している耳の相談会から発展させることが

できませんでした。 

 

イ 事業が継続できるよう他部署と組織・あり

方を再考し職員の体制を強化します。 

介護職員・送迎員・調理員・看護師の確保・

看護師連絡会（仮）等の実施について相談を

進めます。 

→調理員の一本化をすることが出来ました。

送迎員体制や看護師体制の一本化について

は具体的な相談ができませんでした。 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

 

 

（４）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢福祉部・介護福祉部】 

１．全体 【一部変更】 

 高齢福祉部・介護福祉部にそれぞれ再掲 

（１）一人一人の意向が尊重され、その地域・社会

の中で排除されることなく、生活が継続できるよ

う「あらゆる人が地域で共に生きる」ことを支え

ていきます。 

（２）相談・マネジメント等の業務を主に行う高齢

福祉部と介護業務を主に行う介護福祉部とに分

け、連携しながらそれぞれの機能を強化します。 

 

 

ア【継続】 

 高齢福祉部に再掲 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ【継続】  

介護福祉部に再掲 
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ウ 専門家に協力を仰ぎ、綾部東部地域のニ

ーズ調査を行い、今後のとくら福祉センター

のあり方を自治会や民生委員等地域の方と共

に考え、求められる事業を展開していきま

す。（地域貢献） 

→家族の会やほがらかに行こう会にアンケー

トを実施し、一定まとめることができまし

た。今後は継続的な集まりの中で聞き取り

をしていく必要があります。 

（２）資格取得を積極的に支援し、職員の資

質向上を図るとともに、部内事業の情報共有

を進め、それぞれの事業の枠を超えた連携を

強めていきます。人事研修課と連携勉強会等

を開催し資格保有者を増やしていきます。 

  ケアマネジャー2 名程度 

→勉強会には高齢福祉部から 1名参加しまし

た。受験にはつながりませんでしたが、次

年度の受験に意欲を見せる職員もあり、意

欲喚起になりました。 

 

（３）ICT の活用の推進を図り、サービスの質

向上、業務の負担軽減を目指します。 

  

（４）各聴覚言語障害センターと共に高齢聴覚 

障害者の在宅生活を支える仕組みを考えま

す。 す。 

ア 合同の事例検討会を定期的に実施し情報

の共有や連携の強化に努めます。 

→今年度開催しました。福知山「青空」から

も参加があり、相談業務を担う者同士の情

報交換、意見交換等充実した中身になりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.地域包括支援センター事業 

今後求められる地域包括ケアシステムを見据

え東部地域住民の暮らしを知り高齢者に限ら

ず、住民の必要な支援、求められる支援を行

います。 

ア 地域ケア会議を積極的に開催し、地域住

民の声を聞き取ります。 

 

ウ【一部変更】 

高齢福祉部に再掲 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（３）【継続】 

高齢福祉部・介護福祉部共に再掲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加】 

（４）【継続】 

 高齢福祉部に再掲 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢福祉部】 

１．全体 【一部変更】（再掲） 

（１）一人一人の意向が尊重され、その地域・社会

の中で排除されることなく、生活が継続できるよ

う「あらゆる人が地域で共に生きる」ことを支え

ていきます。 

（２）自治会や民生委員等地域の方と共に求められ

る事業を展開していきます。 

（３）地域の方々の困りごとに早く気づき、支援し

ていく体制を整えます。地域貢献プロと協働し 

地域の高齢者を対象にした取り組みを実施しま

す。 

（３）ICT の活用の推進を図り、サービスの質向

上、業務の負担軽減を目指します。 

（４）各聴覚言語障害センターと共に高齢聴覚障害 

者の在宅生活を支える仕組みを考えます。 

ア 合同の事例検討会を定期的に実施し情報の共

有や連携の強化に努めます。 

２.地域包括支援センター事業 

【一部変更】 

今後求められる地域包括ケアシステムを見据え東

部地域住民の暮らしを知り高齢者に限らず、住民

の必要な支援、求められる支援を行います。 

ア 地域ケア会議を積極的に開催し、地域住民の

声を聞き取ります。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター              

                                                     【高齢事業】いこい村センター 

イ 地域の困りごとを一手に引き受ける体制

を整えて行き「地域の困った」にはやく気

が付くようにします。 

（地域ケア会議の複数開催） 

東部地域の高齢者ニーズの調査に取り組みま

す。 

→第 2層生活支援コーディネーターと共に福

祉互助会の立ち上げにかかわることが出来

ました。 

 

３，居宅介護支援事業 

（１）奥上林・中上林・口上林・山家を重点区

域とするとともに、綾部東部地域以外の担当

も受け持ち、圏域拡大を推進します。 

高齢聴覚障害者の在宅生活を支えるため中丹

の聴覚障害者のケアマネジメントを積極的に

受けて行きます。聴言センターと事例検討会

を実施し連携を強化していきます。 

→前期は東部地域以外の方を積極的に受けて

いきましたが、後期は職員体制が安定せ

ず、新規が受けられなくなりました。 

（２）スーパーバイスができる主任介護支援専

門員を養成するなど、介護支援専門員の力量

アップを図ります。 

ア 事業所内のスーパーバイス、事例検討会

などを積み重ね、一人ひとりの介護支援専

門員の力量を引き上げます。 

→今年度は主任介護支援専門員の講座を１

名、課程Ⅰの研修は 1 名、課程Ⅱの研修

は 1 名がそれぞれ修了し資格を取得でき

ました。 

（３）在宅介護支援センター相談員としての視

点を持つ介護支援専門員育成に取り組みま

す。 

ア ほがらかに行こう会、家族の集い等を通

して細やかに地域に目を向けられる介護支

援専門員育成を目指します。 

→介護保険事業の相談だけでなく、様々な相

談を受け、他機関と協力して対応しまし

た。虐待ケースや生活困窮者支援について

は行政と共に対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地域の困りごとを一手に引き受ける体制を整

えて行き「地域の困った」にはやく気が付くよ

うにします（地域ケア会議の複数開催） 

  

 

 

 

 

 

 

３．居宅介護支援事業 

（１）【変更】 

包括支援課と共に奥上林・中上林・口上林・山家

を重点に地域課題の把握、集約に努めます。 

（２）職員体制を安定させ高齢聴覚障害者や綾部市 

街地へ圏域拡大を目指します。 

（３）中丹地域の聴言センターと事例検討会を実施

し連携を強化していきます。 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

【介護福祉部】 

１．全体 【一部変更】（再掲） 

（１）一人一人の意向が尊重され、その地域・社会

の中で排除されることなく、生活が継続できるよ

う「あらゆる人が地域で共に生きる」ことを支え

ていきます。相談・マネジメント等の業務を主に

行う高齢福祉部と介護業務を主に行う介護福祉部

とに分け、連携しながらそれぞれの機能を強化し

ます。 

ア 事業が継続できるよう他部署と組織・あり方

を再考し職員の体制を強化します。 

介護職員・送迎員・調理員・看護師の確保・看

護師連絡会（仮）等の実施について相談を進め

ます。 

イ ICT の活用の推進を図り、サービスの質向

上、業務の負担軽減を目指します。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター              

                                                     【高齢事業】いこい村センター 

 

 

 

 

 

 

 

２．デイサービス事業 

（１）地域課題を明らかにし、地域の高齢者

の暮らしを守るために地域に求められるデイ

サービスセンターを目指します。 

 →利用者やその家族との対話を大切にし、求

められる事に答えてきました。「在宅サー

ビス向上委員会」に積極的に参加し他の在

宅サービス事業所と情報交換しました。ま

た第 2層生活支援事業を通して地域住民

の求める物についても把握に努めました。 

（２）デイサービス利用希望者を積極的に受け

入れていきます。居宅介護支援事業所と連携

して、利用者が安全・安心して過ごせる体

制・環境を整えられるよう職場内研修を行

い、質の向上へとつなげていきます。 

介護需要が減少することを見込で、障害福

祉サービスの展開について検討します。 

→新規を積極的に受けることで、他の事業所

のケアマネからの依頼も増えました。今後

は事業所のウリや強みをアピールしていま

す。 

 

 

 

３.グループホーム事業 

（１）「認知症になっても暮らし続けられる綾

部東部地域」を目指し、地域に開かれたグル

ープホームとしての役割を果たします。 

 ア 認知症相談窓口の周知に引き続き取り組

みます。 

→コロナ感染症、感染予防のため積極的に呼

びかけは行いませんでした。 

イ 認知症サポーター養成講座の講師として

積極的に地域に出向いていきます。 

→コロナ禍のため積極的に行いませんでし 

 た。 

（２）地域住民、綾東こども園との交流に積極

的に取り組むとともにとくらの家を訪ねてく

る人を増やしていきます。 

→感染予防を徹底し、家族に限って訪問して

いただきました。また、こども園とは定期

的に zoom による交流をおないました。 

（３）経営の健全化を図るためグループホーム 

の新たな活用をいこいの村全体で検討してい 

きます。 

（４）綾部東部地域唯一の事業所としての役割

を果たす、いこいの村における高齢分野事業

全体の継続性の観点から事業継続を基本と

し、今後の事業展開についての検討と経営努

力を継続します。高い稼働率の維持をめざし

ます。 

ウ 実践を積み重ね、利用者のニーズや地域のニ

ーズを把握し、求められる事業を展開していき

ます。 

 エ 地域貢献プロと共に地域貢献事業を考えてい

きます。 

 オ 「グループホームとくらの家」の今後の事業

の在り方について事業部とともに検討していき

ます。 

２．デイサービス事業 

（１）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【一部変更】 

デイサービス利用希望者を積極的に受け入れま

す。居宅介護支援事業所と連携して、利用者が安

全・安心して過ごせる体制・環境を整えます。 

 介護需要が減少することを見込んで、事業展開に

ついて検討していきます。 

 

（３）【新規】 

他事業所との情報交換や学習会に積極的に参加し

職員の質向上に努めます。 

（４）【新規】 

第 2 層生活支援事業を受託し、地域住民同士での

取り組みの支援を行います（地域貢献） 

 

３.グループホーム事業 

（１）【継続】 

 

 

 ア 【継続】 

 

 

 

 イ 【継続】 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

（３）（４）【一部変更】 

綾部東部地域唯一の事業所として、地域に求めら

れるグループホームとして、今後の事業展開につ

いての検討と経営努力を継続します。高い稼働率

の維持をめざします。 

 ア 空床を利用した短期入所事業を積極的に実施

します。 
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２０２３年度 事業計画        いこいの村聴覚言語障害センター              

                                                     【高齢事業】いこい村センター 

 

 →介護１、介護２の方の受け皿として梅の木

寮とも連携し、介護度が高くなってきた方

はスムースに特養に移行していただけた。 

４、ホームヘルプ事業 

（１）聴覚障害者へのヘルパー派遣に積極的に

取り組みます。またそれに対応できるよう、

ろうあ者とコミュニケーションが取れるヘル

パーの育成に努めます。 

高齢聴覚害者への支援の専門性を高めます。

合同の事例検討会を定期的に実施し情報の共

有や連携の強化に努めます。介護需要の減少

を見込み障害ヘルプも拡充を目指します。

（サテライト型事業所の検討） 

→合同の事例検討会に積極的に参加し、専門

性を高めることができました。サテライト

型事業所の検討は進められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

＊（２）ICT を活用したサービス提供責任者、

ヘルパー同士、ご家族との情報共有の形をさ

らに発展させます。業務の省力化に努めま

す。 

ア サービス提供責任者とヘルパーとの情報

共有、サービス提供責任者からの指示を徹

底します。 

→ヘルパー会議を定期的に実施し、指示を徹

底し、また端末を利用して情報の共有が迅

速にまた正確に行うことができました。 

＊（３）利用者の新規拡大のため、派遣エリア 

拡大を推進します。（八田、上杉方面 綾部 

市街地、舞鶴市、福知山市） 

→東部地域以外のエリアにも事業が広がりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

４.ホームヘルプ事業 

（１）【一部変更】 

聴覚障害者へのヘルパー派遣に積極的に取り組み

ます。またそれに対応できるよう、聴覚障害に理

解のあるヘルパーの育成に努めます。高齢聴覚障

害者への支援の専門性を高めます。聴覚言語セン

タ―との合同の事例検討会を定期的に実施し情報

の共有や連携の強化に努めます。 

 

 

 

 

 

（２）【新規】 

 東部地域の方の地域課題やニーズの把握に努め、

他機関と連携し事業を展開していきます。 

各聴覚言語障害センターと共に高齢聴覚障害者の 

在宅生活を支える仕組みを考えます。 

 

 

（３）【一部変更】ICT を活用したサービス提供責 

任者、ヘルパー同士、ご家族との情報共有の形を 

さらに発展させます。業務の省力化に努めます。 

 

ア【継続】 

 

 

 

 

 

（４）【一部変更】利用者の新規拡大のため、派遣

エリア拡大を推進します。（八田、上杉方面 綾部

市街地、舞鶴市、福知山市） 
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２０２３年度 事業計画      農福連携センター                                         

 

【農福連携センター】 

２０２２年度 実施事業と結果 ２０２３年度 事業計画（新規・継続含む） 予算 備考 

【農福連携センター】 

１．全体 

（１）行政機関、教育機関、企業など、幅広い関

係機関との連携を強化し、農福連携を通して地

域共生社会づくりに貢献します。 

→多くの関係者と連携を図り、地域共生社会づ

くりに寄与する活動を推進しました。 

【国】 

■農林水産省公式 YouTube チャンネルの番組制

作に協力し、再生回数は公開後 18 万を超えま

した（6/9 「BUZZMAFF」） 

■厚生労働省の職員研修で講演し、津曲障害福祉

課長をはじめ厚労省職員らと意見交換を行いま

した(6/14 厚生労働省) 

■自民党厚生労働部会長の田畑裕明衆議院議員、

自民党筆頭副幹事長の福田達夫衆議院議員と意

見交換を行いました（9/15 さんさん山城） 

■自民党農林部副部会長の小寺裕雄衆議院議員と

意見交換を行いました（10/2 さんさん山城） 

■防衛省幹部らと意見交換を行いました

（11/21 防衛省） 

■法務省保護局、矯正局、京都刑務所などと意見

交換を行いました（12/1 京都刑務所） 

■農林水産省近畿農政局・出倉局長、厚生労働省

近畿厚生局・桐生局長と意見交換を行いました

（12/13 さんさん山城） 

■農林水産省近畿農政局の職員研修で講演しまし

た（1/10 ルビノ堀川） 

■農林水産省農林振興局の牧元前局長と意見交換

を行いました（1/11 さんさん山城） 

■農林水産省影山都市農村交流課長と意見交換を

行いました（1/18 さんさん山城） 

【京都府】 

■長谷川健康福祉部長と小瀬農林水産部副部長を

表敬訪問し「ノウフク・アワード」グランプリ

受賞の報告及び意見交換を行いました（5/13  

京都府庁） 

■京都府リカレント講座で講演しました（7/13

京都経済センター） 

■「農福連携推進シンポジウム」で講演を行いま

した（11/16） 

■「京都農福 FES」で講演を行いました（12/9 

QUESTION） 

■西脇隆俊京都府知事と意見交換を行いました

（12/10 普賢寺ふれあいの駅） 

【表彰】 

■「あしたのまち・くらしづくり活動賞（主催：

公益財団法人あしたの日本を創る協会、読売新聞

東京本社、NHK）」で振興奨励賞を授賞しまし

た（11/2 東京都北区北とぴあ） 

【教育連携】 

京都大学、滋賀大学、鹿児島大学、京都府立大

学、京都教育大学、同志社大学、立命館大学、関

 

１．全体 

（１）【継続】 
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２０２３年度 事業計画      農福連携センター                                         

 

【農福連携センター】 

 西学院大学、京都女子大学、京都外国語大学、龍

谷大学、京都産業大学、佛教大学、京都美術工芸

大学、京都ノートルダム女子大学、京都先端科学

大学、平安女学院大学、大谷大学、東京農業大

学、法政大学、大妻女子大学、金城学院大学、摂

南大学、大阪バイオメディカル専門学校、南山城

支援学校、井手やまぶき支援学校、京田辺市内の

小中学校の授業、調査研究、実習受入に協力しま

した（通年）。 

■地元児童養護施設との交流会を実施しました

（9/10 さんさん山城） 

【企業連携】 

TBS、amazon、楽天、ゴーゴーカレーグルー

プ、平和堂、ハウス食品、ニッセン、JA 京都や

ましろ、タキイ種苗、千房、甘利香辛食品、万松

青果（京都中央卸売市場）、マチルダ（東京大田

市場）など多くの企業と連携した活動を行いまし

た。 

 

（２）個々の特性に応じた作業提供と支援の質の

向上、施設の見える化を推進させ、更なる利用

者拡大に努めます。 

→多様な作業提供を図り就労意欲向上並びに研

修受講で支援の質の向上に努めました。 

→ホームページやメディアを活用して施設の見

える化に取り組みました。 

【新聞・雑誌・書籍掲載、テレビ放映】 

■多くの新聞、雑誌に掲載されました 

■多くのテレビで放映されました 

 

（３）「ノウフク JAS」「JGAP」に準拠した持

続可能な農業を推進し、消費者に安心安全な商

品を提供するとともに販路拡大と工賃向上を目

指します。 

→7 月に JGAPの年次監査を受けました。 

→12 月にノウフク JASの年次監査を受けまし

た。 

→東京大田市場の仲卸業者との取引を開始し、

収益向上に努めました。 

■「祇園にしかわ」「たん熊北店（ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃ

ﾙ）」「即今藤本」「板前割烹 知花」「祇園 に

しぶち飯店」「祇園きだ」「中国料理 星ヶ丘

（京都東急ﾎﾃﾙ）」「風花（京都東急ﾎﾃﾙ）」「ﾎﾃ

ﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ京都」「aman京都」「ﾘｽﾄﾗﾝﾃ野呂」

「貴匠桜」など多くの店に食材を出荷しました 

■農林水産省庁舎で開催された「ノウフクフェ

ア」に食材を提供しました（10/17～21 農林

水産省 食堂「和幸」、手しごとや「咲くら」） 

 

（４）国や府の補助金を活用し、地域特産の農作

物を活用した加工品製造を拡充します。 

→府、市の多くの補助金を活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）【継続】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）【継続】 
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２０２３年度 社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会予算 

 

【2023年度 予算方針】 

（１） 人件費予算の積算方法について、平均賃金を基準に積算する。 

〇法人の各事業を同じスケールで分析することにより、事業ごとの経営状況をより

明確にする事が出来る為 

（２） 賞与 3.9か月を計上する。 

〇2022 年度決算状況に応じ、賞与の支給率を決定するため、予算は従前からの 3.9

か月を計上。 

（３） 大型備品購入及び大型修繕については、2022年度に必要な費用を積立てた「積立資

産」を充てる（特定使途積立取崩）とともに、2023年度予算で新たに積立てた「積

立資産を充てる。 

（４） 修繕については、修繕リストを作成し、修繕に必要な費用として 2022 年度に積立

てた「積立資産」を充てる（特定使途積立取崩）とともに、2023年度予算で新たに

積立てた「積立資産」を充てる。 

（５） 積立目標額を設定。（※１） 

※１ ≪2023年度予算時 積立目標額 内訳≫ 

① ５か年資金計画に基づき、2024 年度に予定している新規事業、大型修繕費、大型

設備・備品費を積立。                          計 7,500,000円 

② 法人体力強化として、一定の金額を積み立て 

減価償却累計額    1,787,317,000円 

減価償却相当額       70,000,000円 

（積算方法） 

1,787,317,000円×22%÷30年＝13,100,000円（千円以下切り捨て） 

70,000,000円×22％＝15,400,000円   計 28,500,000円 → 10,000,000円 

※本来なら毎年、法人の経営体力を強化するため、減価償却費累計額・相当額を基準に、一

定額の積み立てを行うのであるが、2023年度予算においては、予定していた 28,500,000円

を積み立てることが不可能であったため、積立可能な最大額、10,000,000 円を積立てるこ

ととした。 

③ 全事業所において修繕の必要なリストを作成し、法人全体としての 2024年度の修

繕費の積立。                        計 1,300,000円                               

法人全体で修繕費をまとめることにより、各会計区分（事業所）のみなし予算を減

らすことを目標としている。 

④ 2023年度に大型修繕を行うための積み立て。         計 4,500,000円 

⑤  2023年度において修繕リストに追加された修繕額      計 25,100,000円 

① + ② + ③ + ④ + ⑤＝ 総額 48,400,000円 を積み立てる 
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【2023年度 予算概要】 

（収入）   2023年度              2022年度 

  

 

                

 

 

 

 

 

 

（支出） 

 

                  

 

 

          

 

 

 

 

【科目詳細】（収入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇介護保険事業収入     970万円増額   ※処遇改善加算の取得含む 

・梅の木寮                                1,150万円増額  

長期入所の稼働率を 95％から 96％へ上げる等による増額。 

・綾部東部ヘルプ                           230万円増額 

事業活動収入計 

2,057,913,000 円 

設備整備収入 1,302,000 円 

積立取崩   45,300,000 円 

計 2,104,515,000円 

事業活動収入計 

2,059,281,000 円 

施設整備等収入 1,302,000

積立取崩   33,054,000 円 

計 2,093,637,000円 

事業活動支出計 

2,023,770,000 円 
事業活動支出計 

1,986,979,000 円 

施設整備支出30,662,000円 

 

施設整備等支出31,810,000円 

積立支出 67,000,000 円 積立支出 48,400,000 円 

計 2,104,515,000円 

 

当期収支差額 
1,683,000円 

計 2,093,637,000円 

当期収支差額 
7,848,000円 

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

介護保険事業収入 894,276,000 884,495,000 9,781,000 101.1%
就労支援事業収入 37,853,000 42,092,000 -4,239,000 89.9%
障害福祉サービス等事業収入 583,264,000 579,725,000 3,539,000 100.6%
補助事業収入 59,330,000 63,473,000 -4,143,000 93.5%
情提事業収入 362,595,000 328,806,000 33,789,000 110.3%
情提（収益）事業収入 25,436,000 31,409,000 -5,973,000 81.0%
その他事業収入 60,500,000 53,076,000 7,424,000 114.0%
経常経費補助金収入 30,833,000 72,558,000 -41,725,000 42.5%
経常経費寄付金収入 3,050,000 3,000,000 50,000 101.7%
その他の収入 776,000 647,000 129,000 119.9%
事業活動収入計 2,057,913,000 2,059,281,000 -1,368,000 99.9%
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 ・京都市西ノ京デイサービス                                     740万円増額 

2022年度の実績から、達成可能な目標数値へ増額。 

 ・綾部東部デイサービス                     980万円減額 

2022 年度の実績に合わせて、介護 24 名.支援 2.7 名を、介護 23 名.支援 2.7 名とした

ための減額。 

 ・綾部東部介護                         600万円減額    

  介護支援専門員の配置ができないため、件数を 130 件から 120 件へ減らしたことによ

る減額および、特定事業所加算基準が下がるため減額。 

  ただし、配食サービスでの収入（600万円）を受けているため、事業活動収入計につい

ては、2022年度並みの予算となっている。 

   

○就労支援事業収入    420万円減額 

 ・みなみかぜ                          330万円減額 

 2022年度実績に合わせて減額。 

 

〇障害福祉サービス事業収入 350万円増額   ※処遇改善加算の取得含む 

 ・若木寮                             670万円増額 

夜勤職員配置体制加算取得のため増額。 

  ・栗の木寮                            940万円増額 

生活介護事業において利用者の障害区分があがったための増額および、施設入所にお

いて稼働率を 97.5％から 98％に上げたため増額。 

 ・あおぞらはうす                         100万円減額 

老朽化に伴い、新規利用者受け入れが難しため予算減額。  

 ・コスモス                            300万円増額 

  利用者における障害区分 2が区分４に上がったことによる増額。 

 ・第２あおぞら                          360万円減額  

2022年度、平均工賃が下がったことにより、2023年度の基本単価が下がった。 

その影響により減額。                         

 ・みなみかぜ                           910万円減額 

2022年度、実績に合わせ減額  

 

〇補助事業収入     400万円減額 

 ・小町、乙訓、みなみかぜ等、全ての地域活動支援センターにおいて、利用者確保が困難

な状況にあるため減額。 
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〇情提事業収入     3,370万円増額 

 ・経常経費補助金 3,900万円を情提事業収入（京都府受託事業収入）へ科目付け替え 

 ・自主（制度外）派遣事業 800万円減額 

 

○情提（収益）事業収入 600万円減額 

 ・遠隔手話通訳サービス（ワクチン接種会場）            170万円減額 

 ・記者会見等、手話通訳・字幕挿入映像制作             300万円減額 

 ・企業等を対象にした情報保障関連事業               170万円減額 

 

〇その他事業収入    700万円増額 

 ・配食サービスにおける事業収入 600 万円を、介護保険事業収入からその他事業収入へ

科目付け替え 

 

○経常経費補助金    4,100万円減額 

 ・情提事業収入（京都府受託事業収入）へ科目付け替え        4,000万円減額 

 ・福知山「青空」90万円、京都市重度障害者等利用事業所支援事業   130万円減額 

  補助金 40万円減額 

（支出） 

 

〇人件費        1,860万円増額 

 2022年度との予算比 

（職員配置増）若木寮 1名・市デイ 1名（正職員 2名増） 

（職員配置減）第２あおぞら 1名・栗の木寮 1名・梅の木寮 2名・村デイ 1名・ 

       村介護 1名・みなみかぜ 2名・南部 1名（正職員 9名減） 

（臨時職員常勤換算）6.5名増員 

※ 2023年度人件費予算の増額は、処遇改善加算取得による人件費増額（3,800万円）と 

定期昇給分（1,500万円）を見込んでいたが、結果人件費増額は 1,860万円にとどまっ 

た。要因としては、職員配置を減らしたことによるものである。 

○事業費         800万円減額 

 ・水道光熱費      1,200万円増額   

 ・ガソリン         860万円増額 

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

人件費 1,465,241,000 1,446,635,000 18,606,000 101.3%
事業費 287,596,000 295,667,000 -8,071,000 97.3%
事務費 230,028,000 200,905,000 29,123,000 114.5%
就労支援事業支出 37,948,000 40,453,000 -2,505,000 93.8%
その他支出 2,957,000 3,319,000 -362,000 89.1%
事業活動支出計 2,023,770,000 1,986,979,000 36,791,000 101.9%
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 ・食材料費        800万円増額 

 ・自主（制度外）事業  1,000万円減額   （事業収入減額により、支出も減額） 

 ・委託事業費      2,800万円減額   （委託事業費から科目付け替えによる減

額） 

〇事務費         2,900万円増額 

 ・修繕費        1,300万円増額    

 ・渉外費         160万円増額  （いこいの村祭り経費→2022年度は 40周 

                      年であったため、法人積立により経費 

                      支出を行ったことにより、2023年度は 

                      大きく増額しているように見えている） 

 ・通信運搬費       600 万円増額   （必要な職員に対し、公用携帯貸与を行

ったことにより増額） 

 ・水道光熱費       500万円増額 

 ・ガソリン        130万円増額 

○就労支援事業支出    250万円減額 

 ・事業収入減額に伴う支出減額 

 

（収支差額） 

 

（償還金・固定資産支出等） 

 

○固定資産取得支出 200万円は、5ヵ年資金計画に基づき 2023年度予定の大型備品購入費 

※京都市センター・急速冷却器（120万円） 

いこいの村梅の木寮・モーターベット、車いす等（80万円） 

 

（その他の活動による収支） 

 

○積立資産取崩収入（2023年度特定使途積立取崩） 

 ・2022年度に積立をした大型備品購入及び大型修繕計画分  840万円 

 ・2023年度に追加として大型備品購入および大型修繕計画分 420万円 

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

事業活動資金収支差額　　① 34,143,000 72,302,000 -38,159,000 47.2%

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

施設整備等収入計 1,302,000 1,302,000 0 100.0%
設備資金借入金元金償還支出 24,414,000 24,414,000 0 100.0%
固定資産取得支出 2,000,000 4,300,000 -2,300,000 46.5%
ファイナンス・リース債務の返済支出 4,248,000 3,096,000 1,152,000 137.2%
施設整備等資金収支差額　② -29,360,000 -30,508,000 1,148,000 96.2%

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

積立資産取崩収入 45,300,000 33,054,000 12,246,000 137.0%
積立資産支出 48,400,000 67,000,000 -18,600,000 72.2%
その他の活動資金収支差額　③ -3,100,000 -33,946,000 30,846,000 9.1%
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 ・2022年度・2023年度の修繕リストにより積み立てている 2,970万円 

 ・予備費として毎年繰り越している 300万円 

 この特定使途積立取崩収入を以て、2023年度予定の大型備品購入や修繕を行う。 

 

（当期資金収支差額） 

 

 

 

 

 

 

【積立状況】 

 ○当法人における積立は、将来において取り崩す時期と使途が決まっている、特定使途積

立と突発時に流用するための運営強化積立の２種類に分類。 

  運営強化積立（2022年度末時点での見込） ⇒ 420,202,000円 

        （2023年度予算）      ⇒  10,000,000円 

  積立準備率 （2023年度減価償却累計額（見込み）／2023年度予算時積立額） 

         2,100,000,000円／430,202,000円  20.48％ 

 

【まとめ】 

 ○2023 年度予算については、予算方針に掲げていた積立目標額が達成できず、法人の経

営体力を強化するために毎年積立を行っていた、2,850万円の積立額を 1,000万円に引

き下げ、積立を行いました。 

  当法人の積立のほとんどが、短期で必要な修繕や備品購入費の積立であり、長期的な視

点から安定的経営を目指した新たな積立が、ほとんど出来ない状況になっています。 

 〇修繕費は 2022 年度予算においても、前年予算比 1,400 万円の増加、2023 年度予算に

おいても 1,300万円増加しており、毎年増加し続けています。 

  修繕費については、今後ますます増えることが見込まれるため、中長期的な修繕計画を

作成の上、資金計画も含め進めていく必要があります。 

   また、2022年度の物価高騰の影響により、2023年度の予算で、水道光熱費、ガソリ

ン経費については、前年予算比 2,780万円の増額を行っています。 

  このままの状況が続けば、中長期を見据えた積立を行うことがますます難しい状況に

なっていくことが見込まれます。 

 〇収入の増額が見込めないという予測の中で、今までと同様の職員配置や事業運営では 

  事業の継続性が担保できないということにもなりかねません。 

  短期的な対策として支出の圧縮等で対応も行ってきましたが、限界がありサービス低

2023年度予算 2022年度予算 差引額 前年予算比

事業活動資金収支差額　　　　① 34,143,000 72,302,000 -38,159,000 47.2%
施設整備等資金収支差額　 　② -29,360,000 -30,508,000 1,148,000 96.2%
その他の活動資金収支差額　③ -3,100,000 -33,946,000 30,846,000 9.1%
当期資金収支差額    ①+②+③ 1,683,000 7,848,000 -6,165,000 21.4%
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下につながってしまっては意味がありません。 

  そのことを防ぐためにも、収入を確保することがポイントになると考えますので、粘り

強く収入確保の方策を講じていきます。 

   また、収支のマイナスが続いている事業所については、構造的な課題も視野に、対策

を講じていきたいと思います。 
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 2023年度当初予算書【いこいの村】

　

(単位:円)

勘定科目

＜事業活動による収支＞

介護保険事業収入

就労支援事業収入

障害福祉サービス等事業収入

補助事業収入

情提事業収入

情報ｻﾎﾟｰﾄ事業収入

会館管理事業収入

その他の事業収入

その他利用料収入

借入金利息補助金収入

経常経費補助金収入

経常経費寄附金収入

受取利息配当金収入

その他の収入

事業活動収入計(1)

人件費支出

事業費支出

事務費支出

就労支援事業支出

利用者負担軽減額

支払利息支出

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

＜施設整備等による収支＞

施設整備等補助金収入

施設整備等収入計(4)

設備資金借入金元金償還支出

固定資産取得支出

ファイナンス・リース債務の返済支出

施設整備等支出計(5)

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

＜その他の活動による収支＞

積立資産取崩収入

拠点区分間繰入金収入

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入

その他の活動収入計(7)

積立資産支出

拠点区分間繰入金支出

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出

その他の活動支出計(8)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(13)=(11)+(12)

人件費率

2022予算 2023予算 差引額 達成率 2022予算 2023予算 差引額 達成率

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  10,216,000 10,203,000 -13,000 99.9%

13,162,000 16,200,000 3,038,000 123.1% 210,852,000 220,260,000 9,408,000 104.5%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  116,000 116,000 0 100.0%

0 0 0  932,000 816,000 -116,000 87.6%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 250,000 250,000  

0 0 0  1,000 1,000 0 100.0%

0 0 0  60,000 522,000 462,000 870.0%

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

13,162,000 16,200,000 3,038,000 123.1% 222,177,000 232,168,000 9,991,000 104.5%

8,227,000 9,419,000 1,192,000 114.5% 165,298,000 166,110,000 812,000 100.5%

2,451,000 2,595,000 144,000 105.9% 26,501,000 29,264,000 2,763,000 110.4%

726,000 694,000 -32,000 95.6% 16,010,000 17,995,000 1,985,000 112.4%

0 0 0  10,216,000 10,203,000 -13,000 99.9%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  33,000 30,000 -3,000 90.9%

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

11,404,000 12,708,000 1,304,000 111.4% 218,058,000 223,602,000 5,544,000 102.5%

1,758,000 3,492,000 1,734,000 198.6% 4,119,000 8,566,000 4,447,000 208.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  2,964,000 2,964,000 0 100.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

0 0 0  2,964,000 2,964,000 0 100.0%

0 0 0  -2,964,000 -2,964,000 0 100.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0  0 0 0  

256,000 207,000 -49,000 80.9% 6,651,000 5,584,000 -1,067,000 84.0%

0 0 0  0 0 0  

0 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%

256,000 207,000 -49,000 80.9% 6,651,000 5,584,000 -1,067,000 84.0%

-256,000 -207,000 49,000 80.9% -6,651,000 -5,584,000 1,067,000 84.0%

0 0 0  0 0 0  

1,502,000 3,285,000 1,783,000 218.7% -5,496,000 18,000 5,514,000 -0.3%

15,972,220 20,401,726 4,429,506 127.7% 160,617,760 183,238,570 22,620,810 114.1%

17,474,220 23,686,726 6,212,506 135.6% 155,121,760 183,256,570 28,134,810 118.1%

62.5% 74.4%

コスモス 栗

64



 
2
0
2
3
年
度
当
初
予
算
書
【
府
】

　 (単
位
:円
)

勘
定
科
目

20
22
予
算

20
23
予
算

差
引
額

達
成
率

2
0
22
予
算

2
0
23
予
算

差
引
額

達
成
率

20
22
予
算

20
23
予
算

差
引
額

達
成
率

20
22
予
算

2
02
3予

算
差
引
額

達
成
率

20
22
予
算

2
02
3
予
算

差
引
額

達
成
率

2
0
22
予
算

2
02
3予

算
差
引
額

達
成
率

＜
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
＞

介
護
保
険
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

就
労
支
援
事
業
収
入

8
,8

7
9
,0

0
0

5
,5

6
4
,0

0
0

-
3
,3

1
5
,0

0
0

6
2
.7

%
8
,8

7
9
,0

0
0

5
,5

6
4
,0

0
0

-
3
,3

1
5
,0

0
0

6
2
.7

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
収
入

6
3
,0

6
4
,0

0
0

5
0
,4

1
1
,0

0
0

-
1
2
,6

5
3
,0

0
0

7
9
.9

%
4
7
,9

0
8
,0

0
0

3
8
,7

4
7
,0

0
0

-
9
,1

6
1
,0

0
0

8
0
.9

%
0

0
0

 
5
,0

8
4
,0

0
0

4
,7

1
5
,0

0
0

-
3
6
9
,0

0
0

9
2
.7

%
1
,4

9
9
,0

0
0

1
,7

0
1
,0

0
0

2
0
2
,0

0
0

1
1
3
.5

%
8
,5

7
3
,0

0
0

5
,2

4
8
,0

0
0

-
3
,3

2
5
,0

0
0

6
1
.2

%

補
助
事
業
収
入

2
7
,9

3
2
,0

0
0

2
6
,1

1
4
,0

0
0

-
1
,8

1
8
,0

0
0

9
3
.5

%
2
,6

1
9
,0

0
0

9
8
1
,0

0
0

-
1
,6

3
8
,0

0
0

3
7
.5

%
0

0
0

 
0

0
0

 
2
5
,3

1
3
,0

0
0

2
5
,1

3
3
,0

0
0

-
1
8
0
,0

0
0

9
9
.3

%
0

0
0

 

情
提
事
業
収
入

1
8
3
,9

1
3
,0

0
0

2
0
1
,8

2
2
,0

0
0

1
7
,9

0
9
,0

0
0

1
0
9
.7

%
0

0
0

 
5
5
,9

1
0
,0

0
0

8
4
,3

1
1
,0

0
0

2
8
,4

0
1
,0

0
0

1
5
0
.8

%
2
6
,4

6
8
,0

0
0

2
8
,0

8
7
,0

0
0

1
,6

1
9
,0

0
0

1
0
6
.1

%
8
2
,1

9
9
,0

0
0

8
3
,6

2
3
,0

0
0

1
,4

2
4
,0

0
0

1
0
1
.7

%
1
9
,3

3
6
,0

0
0

5
,8

0
1
,0

0
0

-
1
3
,5

3
5
,0

0
0

3
0
.0

%

情
報
ｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ事

業
収
入

2
7
,8

4
8
,0

0
0

2
1
,4

2
5
,0

0
0

-
6
,4

2
3
,0

0
0

7
6
.9

%
0

0
0

 
2
7
,8

4
8
,0

0
0

2
1
,4

2
5
,0

0
0

-
6
,4

2
3
,0

0
0

7
6
.9

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 

会
館
管
理
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

そ
の
他
の
事
業
収
入

2
8
,3

1
9
,0

0
0

2
8
,0

1
5
,0

0
0

-
3
0
4
,0

0
0

9
8
.9

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
7
0
,0

0
0

1
3
,0

0
0

-
5
7
,0

0
0

1
8
.6

%
2
8
,2

4
9
,0

0
0

2
8
,0

0
2
,0

0
0

-
2
4
7
,0

0
0

9
9
.1

%

そ
の
他
利
用
料
収
入

6
6
9
,0

0
0

7
9
3
,0

0
0

1
2
4
,0

0
0

1
1
8
.5

%
0

2
7
9
,0

0
0

2
7
9
,0

0
0

 
5
,0

0
0

7
0
,0

0
0

6
5
,0

0
0

1
4
0
0
.0

%
0

0
0

 
6
6
4
,0

0
0

4
4
4
,0

0
0

-
2
2
0
,0

0
0

6
6
.9

%
0

0
0

 

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

経
常
経
費
補
助
金
収
入

3
0
,9

0
5
,0

0
0

5
,5

0
0
,0

0
0

-
2
5
,4

0
5
,0

0
0

1
7
.8

%
0

0
0

 
1
8
,8

5
0
,0

0
0

0
-
1
8
,8

5
0
,0

0
0

0
.0

%
5
,6

5
5
,0

0
0

0
-
5
,6

5
5
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
6
,4

0
0
,0

0
0

5
,5

0
0
,0

0
0

-
9
0
0
,0

0
0

8
5
.9

%

経
常
経
費
寄
附
金
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

受
取
利
息
配
当
金
収
入

3
,0

0
0

0
-
3
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
3
,0

0
0

0
-
3
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 

そ
の
他
の
収
入

3
0
5
,0

0
0

0
-
3
0
5
,0

0
0

0
.0

%
3
0
0
,0

0
0

0
-
3
0
0
,0

0
0

0
.0

%
5
,0

0
0

0
-
5
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0

事
業
活
動
収
入
計
(1
)

3
7
1
,8

3
7
,0

0
0

3
3
9
,6

4
4
,0

0
0

-
3
2
,1

9
3
,0

0
0

9
1
.3

%
5
9
,7

0
6
,0

0
0

4
5
,5

7
1
,0

0
0

-
1
4
,1

3
5
,0

0
0

 
1
0
2
,6

1
8
,0

0
0

1
0
5
,8

0
6
,0

0
0

3
,1

8
8
,0

0
0

 
3
7
,2

0
7
,0

0
0

3
2
,8

0
2
,0

0
0

-
4
,4

0
5
,0

0
0

 
1
0
9
,7

4
8
,0

0
0

1
1
0
,9

1
4
,0

0
0

1
,1

6
6
,0

0
0

 
6
2
,5

5
8
,0

0
0

4
4
,5

5
1
,0

0
0

-
1
8
,0

0
7
,0

0
0

 

人
件
費
支
出

2
7
5
,1

1
9
,0

0
0

2
4
9
,5

9
9
,0

0
0

-
2
5
,5

2
0
,0

0
0

9
0
.7

%
4
0
,2

4
1
,0

0
0

3
1
,0

9
8
,0

0
0

-
9
,1

4
3
,0

0
0

7
7
.3

%
4
9
,1

6
1
,0

0
0

6
0
,2

9
5
,0

0
0

1
1
,1

3
4
,0

0
0

1
2
2
.6

%
3
1
,7

9
2
,0

0
0

2
0
,1

9
3
,0

0
0

-
1
1
,5

9
9
,0

0
0

6
3
.5

%
9
4
,9

4
3
,0

0
0

9
6
,6

5
3
,0

0
0

1
,7

1
0
,0

0
0

1
0
1
.8

%
5
8
,9

8
2
,0

0
0

4
1
,3

6
0
,0

0
0

-
1
7
,6

2
2
,0

0
0

7
0
.1

%

事
業
費
支
出

5
3
,2

0
9
,0

0
0

5
1
,3

3
0
,0

0
0

-
1
,8

7
9
,0

0
0

9
6
.5

%
4
,2

4
3
,0

0
0

6
,5

9
3
,0

0
0

2
,3

5
0
,0

0
0

1
5
5
.4

%
1
7
,8

4
1
,0

0
0

1
9
,9

1
8
,0

0
0

2
,0

7
7
,0

0
0

1
1
1
.6

%
3
,3

1
3
,0

0
0

2
,5

0
5
,0

0
0

-
8
0
8
,0

0
0

7
5
.6

%
2
5
,4

7
1
,0

0
0

2
1
,4

3
8
,0

0
0

-
4
,0

3
3
,0

0
0

8
4
.2

%
2
,3

4
1
,0

0
0

8
7
6
,0

0
0

-
1
,4

6
5
,0

0
0

3
7
.4

%

事
務
費
支
出

1
9
,0

9
2
,0

0
0

2
4
,7

2
4
,0

0
0

5
,6

3
2
,0

0
0

1
2
9
.5

%
3
,4

4
0
,0

0
0

3
,9

8
1
,0

0
0

5
4
1
,0

0
0

1
1
5
.7

%
5
,2

7
9
,0

0
0

3
,0

1
1
,0

0
0

-
2
,2

6
8
,0

0
0

5
7
.0

%
1
,3

6
4
,0

0
0

2
,5

7
0
,0

0
0

1
,2

0
6
,0

0
0

1
8
8
.4

%
5
,6

1
6
,0

0
0

1
0
,3

1
3
,0

0
0

4
,6

9
7
,0

0
0

1
8
3
.6

%
3
,3

9
3
,0

0
0

4
,8

4
9
,0

0
0

1
,4

5
6
,0

0
0

1
4
2
.9

%

就
労
支
援
事
業
支
出

8
,1

9
6
,0

0
0

5
,5

6
4
,0

0
0

-
2
,6

3
2
,0

0
0

6
7
.9

%
8
,1

9
6
,0

0
0

5
,5

6
4
,0

0
0

-
2
,6

3
2
,0

0
0

6
7
.9

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 

利
用
者
負
担
軽
減
額

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

支
払
利
息
支
出

3
3
,0

0
0

0
-
3
3
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
3
3
,0

0
0

0
-
3
3
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

事
業
活
動
支
出
計
(2
)

3
5
5
,6

4
9
,0

0
0

3
3
1
,2

1
7
,0

0
0

-
2
4
,4

3
2
,0

0
0

9
3
.1

%
5
6
,1

2
0
,0

0
0

4
7
,2

3
6
,0

0
0

-
8
,8

8
4
,0

0
0

 
7
2
,2

8
1
,0

0
0

8
3
,2

2
4
,0

0
0

1
0
,9

4
3
,0

0
0

 
3
6
,4

6
9
,0

0
0

2
5
,2

6
8
,0

0
0

-
1
1
,2

0
1
,0

0
0

 
1
2
6
,0

6
3
,0

0
0

1
2
8
,4

0
4
,0

0
0

2
,3

4
1
,0

0
0

 
6
4
,7

1
6
,0

0
0

4
7
,0

8
5
,0

0
0

-
1
7
,6

3
1
,0

0
0

 

事
業
活
動
資
金
収
支
差
額
(3
)=
(1
)-
(2
)

1
6
,1

8
8
,0

0
0

8
,4

2
7
,0

0
0

-
7
,7

6
1
,0

0
0

5
2
.1

%
3
,5

8
6
,0

0
0

-
1
,6

6
5
,0

0
0

-
5
,2

5
1
,0

0
0

 
3
0
,3

3
7
,0

0
0

2
2
,5

8
2
,0

0
0

-
7
,7

5
5
,0

0
0

 
7
3
8
,0

0
0

7
,5

3
4
,0

0
0

6
,7

9
6
,0

0
0

 
-
1
6
,3

1
5
,0

0
0

-
1
7
,4

9
0
,0

0
0

-
1
,1

7
5
,0

0
0

 
-
2
,1

5
8
,0

0
0

-
2
,5

3
4
,0

0
0

-
3
7
6
,0

0
0

 

＜
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支
＞

0
 

0
0

0
0
.0

%
0

0
0

0

施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

5
5
3
,0

0
0

5
5
3
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
5
5
3
,0

0
0

5
5
3
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

施
設
整
備
等
収
入
計
(4
)

5
5
3
,0

0
0

5
5
3
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
5
5
3
,0

0
0

5
5
3
,0

0
0

0
 

0
0

0
 

設
備
資
金
借
入
金
元
金
償
還
支
出

1
,0

7
0
,0

0
0

1
,0

7
0
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
1
,0

7
0
,0

0
0

1
,0

7
0
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 

固
定
資
産
取
得
支
出

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・リ

ー
ス
債
務
の
返
済
支
出

1
,7

2
8
,0

0
0

1
,7

2
8
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
1
,7

2
8
,0

0
0

1
,7

2
8
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

施
設
整
備
等
支
出
計
(5
)

2
,7

9
8
,0

0
0

2
,7

9
8
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
2
,7

9
8
,0

0
0

2
,7

9
8
,0

0
0

0
 

0
0

0
 

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額
(6
)=
(4
)-
(5
)

-
2
,2

4
5
,0

0
0

-
2
,2

4
5
,0

0
0

0
1
0
0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 
-
2
,2

4
5
,0

0
0

-
2
,2

4
5
,0

0
0

0
 

0
0

0
 

＜
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支
＞

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

積
立
資
産
取
崩
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

拠
点
区
分
間
繰
入
金
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
区
分
間
繰
入
金
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

そ
の
他
の
活
動
収
入
計
(7
)

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

積
立
資
産
支
出

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

拠
点
区
分
間
繰
入
金
支
出

1
0
,8

0
2
,5

0
0

8
,4

1
5
,0

0
0

-
2
,3

8
7
,5

0
0

7
7
.9

%
1
,6

0
6
,0

0
0

1
,0

0
1
,0

0
0

-
6
0
5
,0

0
0

6
2
.3

%
1
,7

8
9
,5

0
0

1
,9

9
4
,0

0
0

2
0
4
,5

0
0

1
1
1
.4

%
1
,2

7
3
,0

0
0

6
6
7
,0

0
0

-
6
0
6
,0

0
0

5
2
.4

%
3
,6

6
1
,0

0
0

3
,2

3
0
,0

0
0

-
4
3
1
,0

0
0

8
8
.2

%
2
,4

7
3
,0

0
0

1
,5

2
3
,0

0
0

-
9
5
0
,0

0
0

6
1
.6

%

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
区
分
間
繰
入
金
支
出

2
6
1
,0

0
0

0
-
2
6
1
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
2
6
1
,0

0
0

0
-
2
6
1
,0

0
0

0
.0

%
0

0
0

 
0

0
0

 
0

0
0

 

 
0

0
0

0
.0

%
0

0
0

0

そ
の
他
の
活
動
支
出
計
(8
)

1
1
,0

6
3
,5

0
0

8
,4

1
5
,0

0
0

-
2
,6

4
8
,5

0
0

7
6
.1

%
1
,6

0
6
,0

0
0

1
,0

0
1
,0

0
0

-
6
0
5
,0

0
0

 
2
,0

5
0
,5

0
0

1
,9

9
4
,0

0
0

-
5
6
,5

0
0

 
1
,2

7
3
,0

0
0

6
6
7
,0

0
0

-
6
0
6
,0

0
0

 
3
,6

6
1
,0

0
0

3
,2

3
0
,0

0
0

-
4
3
1
,0

0
0

 
2
,4

7
3
,0

0
0

1
,5

2
3
,0

0
0

-
9
5
0
,0

0
0

 

そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支
差
額
(9
)=
(7
)-
(8
)

-
1
1
,0

6
3
,5

0
0

-
8
,4

1
5
,0

0
0

2
,6

4
8
,5

0
0

7
6
.1

%
-
1
,6

0
6
,0

0
0

-
1
,0

0
1
,0

0
0

6
0
5
,0

0
0

 
-
2
,0

5
0
,5

0
0

-
1
,9

9
4
,0

0
0

5
6
,5

0
0

 
-
1
,2

7
3
,0

0
0

-
6
6
7
,0

0
0

6
0
6
,0

0
0

 
-
3
,6

6
1
,0

0
0

-
3
,2

3
0
,0

0
0

4
3
1
,0

0
0

 
-
2
,4

7
3
,0

0
0

-
1
,5

2
3
,0

0
0

9
5
0
,0

0
0

 

予
備
費
支
出
(1
0
)

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計
(1
1
)=
(3
)+
(6
)+
(9
)-
(1
0
)

2
,8

7
9
,5

0
0

-
2
,2

3
3
,0

0
0

-
5
,1

1
2
,5

0
0

-
7
7
.5

%
1
,9

8
0
,0

0
0

-
2
,6

6
6
,0

0
0

-
4
,6

4
6
,0

0
0

 
2
8
,2

8
6
,5

0
0

2
0
,5

8
8
,0

0
0

-
7
,6

9
8
,5

0
0

 
-
5
3
5
,0

0
0

6
,8

6
7
,0

0
0

7
,4

0
2
,0

0
0

 
-
2
2
,2

2
1
,0

0
0

-
2
2
,9

6
5
,0

0
0

-
7
4
4
,0

0
0

 
-
4
,6

3
1
,0

0
0

-
4
,0

5
7
,0

0
0

5
7
4
,0

0
0

 

前
期
末
支
払
資
金
残
高
(1
2
)

1
4
4
,4

9
4
,9

2
6

1
6
0
,1

3
3
,1

8
3

1
5
,6

3
8
,2

5
7

1
1
0
.8

%
-
1
3
,6

9
5
,3

8
5

-
1
6
,9

1
3
,5

5
6

-
3
,2

1
8
,1

7
1

 
1
3
0
,1

3
6
,6

8
5

1
7
0
,7

3
2
,3

8
6

4
0
,5

9
5
,7

0
1

 
1
8
0
,2

6
4

4
,5

9
8
,2

8
5

4
,4

1
8
,0

2
1

 
1
1
,6

9
3
,3

3
4

-
1
,9

1
6
,4

8
4

-
1
3
,6

0
9
,8

1
8

 
1
6
,1

8
0
,0

2
8

3
,6

3
2
,5

5
2

-
1
2
,5

4
7
,4

7
6

 

当
期
末
支
払
資
金
残
高
(1
3
)=
(1
1
)+
(1
2
)

1
4
7
,3

7
4
,4

2
6

1
5
7
,9

0
0
,1

8
3

1
0
,5

2
5
,7

5
7

1
0
7
.1

%
-
1
1
,7

1
5
,3

8
5

-
1
9
,5

7
9
,5

5
6

-
7
,8

6
4
,1

7
1

 
1
5
8
,4

2
3
,1

8
5

1
9
1
,3

2
0
,3

8
6

3
2
,8

9
7
,2

0
1

 
-
3
5
4
,7

3
6

1
1
,4

6
5
,2

8
5

1
1
,8

2
0
,0

2
1

 
-
1
0
,5

2
7
,6

6
6

-
2
4
,8

8
1
,4

8
4

-
1
4
,3

5
3
,8

1
8

 
1
1
,5

4
9
,0

2
8

-
4
2
4
,4

4
8

-
1
1
,9

7
3
,4

7
6

 

人
件
費
率

7
4
.0

%
6
7.

4
%

47
.9

%
85

.4
%

86
.5

%
9
4
.3

%

相
談
支
援
部

京
都
府
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
ぜ

府
情
提

南
部
市
町
村
支
援
部

北
部
市
町
村
支
援
部

65



 2023年度当初予算書【法人事業本部】

　

(単位:円)

勘定科目 2022予算 2023予算 差引額 達成率 2022予算 2023予算 差引額 達成率

＜事業活動による収支＞

介護保険事業収入 0 0 0  0 0 0  

就労支援事業収入 0 0 0  0 0 0  

障害福祉サービス等事業収入 0 0 0  0 0 0  

補助事業収入 0 0 0  0 0 0  

情提事業収入 0 0 0  0 0 0  

情報ｻﾎﾟｰﾄ事業収入 0 0 0  0 0 0  

会館管理事業収入 0 0 0  0 0 0  

その他の事業収入 1,100,000 1,100,000 0 100.0% 1,100,000 1,100,000 0 100.0%

その他利用料収入 3,852,000 3,252,000 -600,000 84.4% 3,852,000 3,252,000 -600,000 84.4%

借入金利息補助金収入 0 0 0  0 0 0  

経常経費補助金収入 20,000,000 20,000,000 0 100.0% 20,000,000 20,000,000 0 100.0%

経常経費寄附金収入 2,000,000 1,800,000 -200,000 90.0% 2,000,000 1,800,000 -200,000 90.0%

受取利息配当金収入 0 0 0  0 0 0  

その他の収入 0 0 0  0 0 0  

 0 0

事業活動収入計(1) 26,952,000 26,152,000 -800,000 97.0% 26,952,000 26,152,000 -800,000 97.0%

人件費支出 2,504,000 2,585,000 81,000 103.2% 2,504,000 2,585,000 81,000 103.2%

事業費支出 0 0 0  0 0 0  

事務費支出 43,596,000 56,379,000 12,783,000 129.3% 43,596,000 56,379,000 12,783,000 129.3%

就労支援事業支出 0 0 0  0 0 0  

利用者負担軽減額 0 0 0  0 0 0  

支払利息支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0

事業活動支出計(2) 46,100,000 58,964,000 12,864,000 127.9% 46,100,000 58,964,000 12,864,000 127.9%

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) -19,148,000 -32,812,000 -13,664,000 171.4% -19,148,000 -32,812,000 -13,664,000 171.4%

＜施設整備等による収支＞ 0  

施設整備等補助金収入 0 0 0  0 0 0  

 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0  0 0 0  

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0  0 0 0  

固定資産取得支出 3,500,000 1,200,000 -2,300,000 34.3% 3,500,000 1,200,000 -2,300,000 34.3%

ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0

施設整備等支出計(5) 3,500,000 1,200,000 -2,300,000 34.3% 3,500,000 1,200,000 -2,300,000 34.3%

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -3,500,000 -1,200,000 2,300,000 34.3% -3,500,000 -1,200,000 2,300,000 34.3%

＜その他の活動による収支＞  

積立資産取崩収入 33,054,000 45,300,000 12,246,000 137.0% 33,054,000 45,300,000 12,246,000 137.0%

拠点区分間繰入金収入 55,739,000 48,400,000 -7,339,000 86.8% 55,739,000 48,400,000 -7,339,000 86.8%

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入 261,000 0 -261,000 0.0% 261,000 0 -261,000 0.0%

 0 0

その他の活動収入計(7) 89,054,000 93,700,000 4,646,000 105.2% 89,054,000 93,700,000 4,646,000 105.2%

積立資産支出 67,000,000 48,400,000 -18,600,000 72.2% 67,000,000 48,400,000 -18,600,000 72.2%

拠点区分間繰入金支出 0 0 0  0 0 0  

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0

その他の活動支出計(8) 67,000,000 48,400,000 -18,600,000 72.2% 67,000,000 48,400,000 -18,600,000 72.2%

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 22,054,000 45,300,000 23,246,000 205.4% 22,054,000 45,300,000 23,246,000 205.4%

予備費支出(10) 0 0 0  0 0 0  

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) -594,000 11,288,000 11,882,000 -1900.3% -594,000 11,288,000 11,882,000 -1900.3%

前期末支払資金残高(12) -55,119,085 -110,545,781 -55,426,696 200.6% -55,119,085 -110,545,781 -55,426,696 200.6%

当期末支払資金残高(13)=(11)+(12) -55,713,085 -99,257,781 -43,544,696 178.2% -55,713,085 -99,257,781 -43,544,696 178.2%

人件費率 9.3% 9.3%

法人本部 法人
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 2023年度当初予算書【山城】

　

(単位:円)

勘定科目 2022予算 2023予算 差引額 達成率 2022予算 2023予算 差引額 達成率

＜事業活動による収支＞

介護保険事業収入 0 0 0  0 0 0  

就労支援事業収入 16,000,000 15,420,000 -580,000  16,000,000 15,420,000 -580,000 96.4%

障害福祉サービス等事業収入 57,000,000 57,000,000 0  57,000,000 57,000,000 0 100.0%

補助事業収入 0 0 0  0 0 0  

情提事業収入 0 0 0  0 0 0  

情報ｻﾎﾟｰﾄ事業収入 0 0 0  0 0 0  

会館管理事業収入 0 0 0  0 0 0  

その他の事業収入 3,012,000 3,000,000 -12,000  3,012,000 3,000,000 -12,000 99.6%

その他利用料収入 0 0 0  0 0 0  

借入金利息補助金収入 0 0 0  0 0 0  

経常経費補助金収入 3,333,000 3,333,000 0  3,333,000 3,333,000 0 100.0%

経常経費寄附金収入 0 0 0  0 0 0  

受取利息配当金収入 0 0 0  0 0 0  

その他の収入 0 0 0  0 0 0  

0 0 0 0.0%

事業活動収入計(1) 79,345,000 78,753,000 -592,000  79,345,000 78,753,000 -592,000 99.3%

人件費支出 42,656,000 39,284,000 -3,372,000 92.1% 42,656,000 39,284,000 -3,372,000 92.1%

事業費支出 5,292,000 6,128,000 836,000 115.8% 5,292,000 6,128,000 836,000 115.8%

事務費支出 14,063,000 15,482,000 1,419,000 110.1% 14,063,000 15,482,000 1,419,000 110.1%

就労支援事業支出 15,051,000 15,547,000 496,000 103.3% 15,051,000 15,547,000 496,000 103.3%

利用者負担軽減額 0 0 0  0 0 0  

支払利息支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0 0 0.0%

事業活動支出計(2) 77,062,000 76,441,000 -621,000 99.2% 77,062,000 76,441,000 -621,000 99.2%

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 2,283,000 2,312,000 29,000 101.3% 2,283,000 2,312,000 29,000 101.3%

＜施設整備等による収支＞ 0  

施設整備等補助金収入 0 0 0  0 0 0  

 0 0 0 0.0%

施設整備等収入計(4) 0 0 0  0 0 0  

設備資金借入金元金償還支出 0 0 0  0 0 0  

固定資産取得支出 0 0 0  0 0 0  

ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0 0 0.0%

施設整備等支出計(5) 0 0 0  0 0 0  

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0  0 0 0  

＜その他の活動による収支＞  

積立資産取崩収入 0 0 0  0 0 0  

拠点区分間繰入金収入 0 0 0  0 0 0  

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金収入 0 0 0  0 0 0  

 0 0 0 0.0%

その他の活動収入計(7) 0 0 0  0 0 0  

積立資産支出 0 0 0  0 0 0  

拠点区分間繰入金支出 0 0 0  0 0 0  

ｻｰﾋﾞｽ区分間繰入金支出 0 0 0  0 0 0  

 0 0 0 0.0%

その他の活動支出計(8) 0 0 0  0 0 0  

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 0 0 0  0 0 0  

予備費支出(10) 0 0 0  0 0 0  

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 2,283,000 2,312,000 29,000 101.3% 2,283,000 2,312,000 29,000 101.3%

前期末支払資金残高(12) 30,798,239 38,667,091 7,868,852 125.5% 30,798,239 38,667,091 7,868,852 125.5%

当期末支払資金残高(13)=(11)+(12) 33,081,239 40,979,091 7,897,852 123.9% 33,081,239 40,979,091 7,897,852 123.9%

人件費率 53.8% 53.8%

山城 山城
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成
率

＜
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
＞

介
護
保
険
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

就
労
支
援
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

補
助
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
 

0
0

0
 

情
提
事
業
収
入

0
0

0
 

0
0

0
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0

0
 

情
報
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業
収
入
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0
 

会
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社
会

福
祉

法
人

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会

20
23
年
度
組
織
図

（
20
23
年
４
月
１
日
現
在
）

京 丹 後 支 援 係

係 長　� 金 子　 泰 治

宮 津 ・ 与 謝 支 援 係

係 長　� （ 課 長 事 務 取 扱 ）

舞 鶴 支 援 係

係 長　� （ 課 長 事 務 取 扱 ）

福 知 山 支 援 係

係 長　� （ 課 長 事 務 取 扱 ）

綾 部 支 援 係

係 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

ふ な い 支 援 係

係 長　� 勝 山　 貴 至

山 城 北 支 援 係

係 長　� 乾　 恵 梨

山 城 南 支 援 係

係 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

調 理 係

係 長　� 高 橋　 英 敏

生 活 支 援 係

係 長　� 渡 邊　 幸 之 助

入 所 支 援 係

係 長　� 石 川　 富 美

第 １ 係

係 長　� （ 課 長 事 務 取 扱 ）

第 ２ 係

係 長　� 川 崎　 郁 子

第 ３ 係

係 長　� 吉 木　 幸 三

第 １ 係

係 長　� 岸 本　 健 児

第 ２ 係

係 長　� 佐 藤　 香

短 期 入 所 係

係 長　� 福 島　 孝

グ ル ー プ ホ ー ム 係

係 長　� 谷 垣　 毅

栄 養 管 理 係

係 長　� （ 課 長 事 務 取 扱 ）

総 務 課

課 長　� 三 日 市　 け い 子

城 陽 支 援 課

課 長　� 廣 瀬　 尚 美

丹 後 ・ 与 謝 支 援 課

課 長　� 高 見　 典 子

舞 鶴 支 援 課

課 長　� 木 村　 公 之

中 丹 支 援 課

課 長　� 菅 井　 奈 津 子

南 部 支 援 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

北 部 支 援 課

課 長　� 民 部　 優 子

京 都 市 東 部 支 援 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

情 報 提 供 事 業 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

意 思 疎 通 支 援 課

課 長　� 村 上　 菜 穂 子

総 務 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

給 食 課

課 長　� 淵 上　 み ゆ き

入 所 支 援 課

課 長　� 加 藤　 典 子

グ ル ー プ ホ ー ム 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

生 活 支 援 課

課 長　� 中 井　 太 香 恵

就 労 支 援 課

課 長　� 藤 田　 ひ と み

地 域 活 動 支 援 課

課 長　� 厚 谷　 憲 章

京 都 児 童 支 援 課

課 長　� 木 瀬　 歩

包 括 支 援 課

課 長　� 勝 矢　 俊 之

介 護 支 援 課

課 長　� 足 立　 朝 子

デ イ サ ー ビ ス 課

課 長　� 安 岡　 佳 子

ホ ー ム ヘ ル プ 課

課 長　� 木 津　 惠 美 子

情 報 提 供 事 業 課

課 長　� 今 井　 優 江

意 思 疎 通 支 援 課

課 長　� 圡 岡　 紗 和 子

総 務 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

総 務 部

部 長　� 加 藤　 貴 雄

施 設 第 一 福 祉 部

部 長　� 吉 田　 航

施 設 第 二 福 祉 部

部 長　� 記　 由 美

高 齢 福 祉 部

部 長　� 木 村　 聡 子

介 護 福 祉 部

部 長　� 薗 田　 久 美 子

給 食 課

課 長　� 時 武　 加 奈

生 活 支 援 課

課 長　� 勝 山　 洋 子

入 所 支 援 課

課 長　� 前 川　 恵 子

就 労 支 援 課

課 長　� 山 内　 壮

生 活 第 １ 課

課 長　� 引 原　 直 樹

生 活 第 ２ 課

課 長　� 四 方　 芙 実

生 活 第 ３ 課

課 長　� 渡 部　 泰 之

相 談 支 援 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

医 務 課

課 長　� 阪 田　 正 子

包 括 支 援 課

課 長　� 山 本　 有 美

介 護 支 援 課

課 長　� （ 部 長 事 務 取 扱 ）

デ イ サ ー ビ ス 課

課 長　� 田 村　 直 基

ホ ー ム ヘ ル プ 課

課 長　� 寺 尾　 智 子
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